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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）

　
　
ー
わ
が
国
近
代
都
市
労
働
者
生
活
の
形
成
と

「
月
島
調
査
」

川

合

隆

男

⑳㊧⇔e

は
　
じ
　
め
　
に

「
月
島
調
査
」
と
そ
の
背
景
…

高
野
岩
三
郎
と
「
月
島
調
査
』
：

「
月
島
調
査
」
の
特
徴

・
・
以
上
本
号

；
以
下
次
号

o
は
　
じ
　
め
　
に

　
現
代
の
都
市
生
活
に
お
け
る
特
に
労
働
・
産
業
ー
生
活
ー
地
域
－
福
祉
の
相
互
関
連
的
な
課
題
に
関
心
を
寄
せ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
活
動
の

過
程
で
わ
が
国
の
過
去
の
い
く
つ
か
の
す
ぐ
れ
た
調
査
研
究
業
績
を
再
堀
・
再
考
察
し
そ
れ
ら
の
研
究
意
図
と
成
果
、
方
法
等
を
適
切
に
継
承
し

て
い
く
試
み
を
展
開
し
て
お
き
た
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
し
か
も
、
予
め
わ
れ
わ
れ
自
身
の
側
か
ら
の
視
点
、
分
析
枠
に
ょ
つ

て
切
り
込
む
と
い
う
よ
り
も
、
可
能
な
限
り
そ
れ
ら
の
調
査
研
究
活
動
の
お
こ
な
わ
れ
た
歴
史
的
状
況
、
調
査
研
究
活
動
の
意
図
、
方
法
、
地
域

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
｝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
一
四
三
九
）



特
性
、

「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）

調
査
研
究
内
容
等
の
中
か
ら
再
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
　
　
（
一
四
四
〇
）

多
く
の
著
者
は
自
ら
の
主
題
を
探
究
す
る
の
が
あ
た
か
も
彼
等
が
最
初
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
く
。
彼
等
は
、
彼
等
以
前
の
研
究
者
達
の
洞
察
を
利
用
す
る

こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
。
彼
等
は
そ
れ
ら
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

り
多
く
の
関
心
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

…
…
要
す
る
に
社
会
学
に
お
い
て
は
、
我
々
は
我
々
自
身
の
過
去
の
業
績
に
ょ

　
か
く
し
て
、
昭
和
二
〇
年
を
境
と
し
て
都
市
社
会
学
を
対
比
し
て
み
る
と
連
続
よ
り
断
絶
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
に
し
て
も
戦
前
の
都
市
社
会
学

の
な
か
に
は
評
価
す
べ
き
も
の
は
な
に
も
な
い
と
は
決
し
て
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
…
さ
ら
に
戦
前
の
議
論
が
む
し
か
え
さ
れ
て
い
る
面
が
な
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
前
の
業
績
を
も
う
一
度
検
討
し
都
市
社
会
学
の
展
開
を
正
し
く
と
ら
え
る
必
要
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
高
野
岩
三
郎
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
月
島
調
査
」
（
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
末
か
ら
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
夏
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
東

京
市
京
橋
区
月
島
に
お
け
る
実
地
調
査
）
の
再
考
察
を
意
図
し
て
い
る
。
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
う
ち
に
理
解
し
に
く
い
一
つ
の
研
究
動
向
を

見
い
出
し
た
。
「
月
島
調
査
」
は
確
か
に
調
査
母
体
と
調
査
主
体
が
内
務
省
衛
生
局
で
あ
り
社
会
政
策
学
者
・
社
会
統
計
学
者
の
高
野
岩
三
郎
を

中
心
に
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
社
会
政
策
学
、
労
働
経
済
学
、
労
働
・
産
業
社
会
学
の
研
究
史
の
中
で
は
「
都
市
の
地
域
社
会
調
査

　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
先
駆
」
、
「
都
市
労
働
者
の
衛
生
状
態
、
社
会
生
活
、
経
済
生
活
の
総
合
的
調
査
の
実
施
」
、
「
大
都
会
労
働
者
生
活
の
調
査
方
法
と
し
て
画
期
的

　
　
（
5
）

な
も
の
」
と
し
て
積
極
的
に
、
あ
る
い
は
批
判
的
に
言
及
さ
れ
系
譜
と
し
て
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
労
働
・
産
業
社
会
学
の

研
究
史
の
中
で
も
い
ま
だ
充
分
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
し
、
わ
が
国
の
都
市
社
会
学
や
社
会
学
史
、
社
会
調
査
史
の
中
で
は

こ
の
地
域
社
会
調
査
、
生
活
調
査
で
あ
る
「
月
島
調
査
」
は
殆
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
極
端
に
い
う
と
、
都
市
労
働
者
生
活
研
究
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

あ
つ
て
も
専
門
分
野
が
異
な
れ
ば
軽
視
・
無
視
し
、
「
社
会
学
者
」
に
ょ
る
研
究
が
社
会
学
的
研
究
で
あ
る
と
す
る
把
握
が
濃
厚
で
す
ら
あ
る
。

　
奥
井
復
太
郎
『
現
代
大
都
市
論
』
（
一
九
四
〇
年
）
を
以
つ
て
わ
が
国
都
市
社
会
学
の
最
初
の
体
系
的
研
究
で
あ
る
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い



る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
都
市
社
会
学
史
を
位
置
づ
け
る
に
あ
た
つ
て
、
こ
の
『
現
代
大
都
市
論
』
の
中
で
奥
井
参
「
我
国
に
於
い
て
ば

文
明
評
論
的
な
も
の
と
し
て
は
古
く
に
米
田
庄
太
郎
氏
の
『
現
代
人
心
理
と
現
代
文
明
』
（
一
九
一
九
年
）
が
あ
る
。
」
「
…
…
雑
誌
『
社
会
学
』
第

一
号
に
於
け
る
米
林
富
男
氏
の
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
社
会
学
－
瞥
に
シ
カ
ゴ
学
派
の
生
態
学
的
研
究
に
つ
い
て
i
」
（
一
九
三
二
年
）
は
シ
カ
ゴ
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

派
の
理
論
を
紹
介
す
る
も
の
に
し
て
漸
く
都
市
社
会
学
研
究
の
機
運
の
熟
せ
る
を
み
る
事
が
出
来
る
」
，
と
い
う
大
正
期
に
お
け
る
都
市
間
題
の
文

明
批
評
論
か
ら
、
昭
和
初
期
の
シ
カ
ゴ
学
派
理
論
の
導
入
、
及
び
ア
メ
リ
カ
都
市
社
会
学
、
ド
イ
ッ
の
都
市
研
究
等
の
影
響
に
ょ
る
実
証
研
究
の

開
始
と
い
う
研
究
史
の
捉
え
方
が
今
目
ま
で
支
配
的
に
受
け
継
が
れ
、
「
周
辺
科
学
」
の
動
向
と
は
い
え
都
市
生
活
・
労
働
生
活
．
都
市
澗
題
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
て
の
先
駆
的
な
実
証
研
究
で
あ
る
「
月
島
調
査
」
の
足
跡
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
研
究
史
は
、
固
定
的
に
引
き
継
が
れ
る
べ
ぎ
で
は
な
く
、

わ
れ
わ
れ
の
問
題
関
心
に
照
ら
し
て
繰
り
返
し
再
考
察
さ
れ
て
革
新
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
史
の
再
構
築
と
い
う
課
題
に
加
え

て
今
日
的
な
視
座
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
の
関
心
・
視
点
に
よ
る
近
代
日
本
の
都
市
生
活
・
労
働
生
活
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
が
一
層
展
開
さ
れ
て
い

く
必
要
が
あ
る
し
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
固
定
的
な
分
析
枠
・
研
究
史
観
、
辛
抱
の
足
り
な
さ
や
新
し
が
り
や
の
た
め
に
い
ま
だ
に
十
分
活
用
さ
れ

て
い
な
か
つ
た
り
眠
ら
さ
れ
て
い
る
調
査
資
料
、
社
会
学
お
よ
び
周
辺
科
学
の
研
究
、
調
査
研
究
方
法
、
ま
た
近
代
日
本
文
学
等
を
発
堀
し
て
い

く
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
つ
て
、
こ
れ
ま
で
文
明
批
評
論
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
、
例
え
ば
米
田
庄
太
郎
『
現
代
人
心

理
と
現
代
文
明
』
（
輔
九
一
九
年
）
、
山
口
正
『
都
市
生
活
の
研
究
』
（
一
九
二
四
年
）
、
柳
田
国
男
『
都
市
と
農
村
』
（
一
九
二
九
年
）
、
井
上
吉
次
郎
『
村

と
町
と
』
（
一
九
三
〇
年
）
等
、
行
政
機
園
・
民
間
調
査
機
関
等
に
よ
る
多
数
の
調
査
資
料
等
も
、
も
う
一
度
丹
念
に
読
ん
で
み
る
必
要
が
あ
る
し
、

大
正
期
の
実
証
研
究
で
あ
る
「
月
島
調
査
」
も
従
来
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
研
究
史
の
枠
を
こ
え
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
「
月
島
調
査
」
再
考
察
を
意
図
し
た
の
も
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
今
日
の
よ
う
な
社
会
生
活
全
体
の
変
動
期
・
変
革
期
に
お
い
て
は
地
域
生
活
研
究
・
労
働
生
活
研
究
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
の
角
度
か
ら
の

「
複
合
的
」
「
複
眼
的
」
視
座
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
都
市
生
活
に
お
け
る
社
会
関
係
の
全
体
社
会
的
・
体
制
的
な
側
面
と
生
活
者
自
ら
の
生
活
関

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
一
四
四
一
）



　
　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
一
四
四
二
）

心
・
生
活
関
係
」
生
活
間
題
・
都
市
問
題
と
の
連
関
、
労
働
ー
生
活
t
地
域
－
福
祉
、
社
会
成
層
（
階
級
・
階
層
）
と
生
活
史
・
社
会
史
、
「
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
農
村
の
一
体
的
な
把
握
」
、
都
市
内
外
の
多
様
な
生
活
関
係
類
型
の
存
続
と
形
成
変
化
、
中
央
と
地
方
・
地
域
、
両
者
相
互
の
さ
ま
ざ
ま
の
社

会
過
程
、
都
市
生
活
の
形
成
・
発
展
と
衰
退
・
解
体
、
都
市
（
生
活
）
比
較
、
そ
し
て
研
究
史
に
お
け
る
過
去
と
現
在
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
「
通
常

科
学
」
化
と
「
危
機
」
、
自
ら
の
研
究
関
心
領
域
と
他
の
研
究
関
心
領
域
、
諸
学
問
研
究
動
向
か
ら
の
吸
収
等
と
い
つ
た
視
座
で
あ
喝
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
ら
は
途
方
も
な
く
遠
大
な
課
題
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
複
眼
的
視
座
を
基
礎
に
し
て
研
究
史
発
堀
の
一
つ

の
試
み
と
し
て
「
月
島
調
査
」
に
つ
い
て
、
こ
の
調
査
が
ど
の
よ
う
な
背
景
・
意
図
・
方
法
に
よ
つ
て
実
施
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
て

い
る
の
か
、
を
再
考
察
し
て
い
き
た
い
。
「
月
島
調
査
」
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
こ
の
調
査
に
詳
細
に
言
及
し
た
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
関
谷
耕
一
「
解
説
・
高
野
岩
三
郎
と
月
島
調
査
」
、
三
好
豊
太
郎
「
月
島
調
査
の
成
立
と
そ
の
経
過
に
つ
い
て
」
の
二
論
文
を
共
有
し
て
い
る

が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
論
文
を
参
照
し
つ
つ
も
、
よ
り
複
合
的
な
視
座
か
ら
、
都
市
問
題
や
労
働
問
題
の
形
成
と
し
て
だ
け
で
な
く
近
代
日

本
に
お
け
る
都
市
生
活
問
題
、
都
市
労
働
者
生
活
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
の
実
証
的
な
社
会
調
査
の
模
索
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。
以
下
、
⇔
「
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

島
調
査
」
と
そ
の
背
景
、
㊧
高
野
岩
三
郎
と
「
月
島
調
査
」
、
軸
「
月
島
調
査
」
の
特
徴
、
の
順
で
検
討
し
て
い
く
。

　
（
1
）
　
O
貰
矯
国
帥
の
爵
o
℃
ρ
》
国
一
ω
8
村
矯
o
h
ω
0
9
四
一
勾
Φ
ω
Φ
霞
o
ゲ
零
o
甚
＆
9
U
o
ロ
閃
ヨ
効
9
一
S
↑
緊
い

　
（
2
）
高
橋
勇
悦
「
日
本
に
お
け
る
都
市
社
会
学
の
展
開
－
特
に
昭
和
二
〇
年
ま
で
を
中
心
に
ー
」
　
『
現
代
社
会
と
社
会
学
－
日
本
大
学
社
会
学
科
創
立
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
1
』

　
　
所
収
、
一
九
七
二
年
、
一
八
七
頁
。

　
（
3
）
関
谷
耕
一
「
解
説
・
高
野
岩
三
郎
と
月
島
調
査
」
　
『
生
活
古
典
叢
書
六
・
月
島
調
査
』
光
生
館
、
一
九
七
〇
年
。

　
（
4
）
　
大
島
清
「
月
島
調
査
ー
都
市
地
域
社
会
調
査
の
一
典
型
ー
」
　
『
人
に
志
あ
り
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
。
ま
た
、
中
鉢
正
美
も
宮
入
慶
之
助
に
よ
る
山
梨
県
で
の
農

　
　
村
調
査
と
高
野
に
よ
る
月
島
調
査
に
言
及
し
て
「
重
要
な
の
は
、
特
定
の
社
会
集
団
に
対
す
る
問
題
発
見
的
な
総
合
的
踏
査
の
結
果
を
、
そ
の
特
定
の
問
題
の
解
決
を
軸
と
し
て
有

　
　
機
的
に
結
合
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
具
体
的
活
動
を
推
進
す
る
と
、
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ペ
ィ
の
経
験
が
、
こ
の
時
期
に
農
村
お
よ
び
都
市
調
査
相
互
の
間
に
交
流
し
た
と
い
う

　
　
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
中
鉢
正
美
「
生
活
調
査
と
保
健
行
政
」
日
本
生
活
学
会
編
『
生
活
学
』
　
（
第
四
冊
）
】
九
七
八
年
十
二
月
、
二
七
五
頁
。

　
（
5
）
布
施
鉄
治
、
岩
城
完
之
、
小
林
甫
「
生
活
過
程
と
社
会
構
造
変
動
に
関
す
る
一
考
察
」
　
『
社
会
学
評
論
』
（
九
九
）
、
一
九
七
四
年
、
布
施
、
小
林
「
わ
が
国
に
お
け
る
労
働
・

　
　
産
菜
社
会
学
形
成
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」
　
『
社
会
学
評
論
』
（
一
一
〇
）
、
一
九
七
七
年
。



（
6
）
奥
井
復
太
郎
『
現
代
大
都
市
論
』
一
九
四
〇
年
、
三
七
頁
。

（
7
）
安
田
三
郎
「
都
市
社
会
学
の
回
顧
」
『
日
本
社
会
学
の
課
題
』
（
林
恵
海
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）
一
九
五
六
年
所
収
、
近
江
哲
男
「
都
市
社
会
学
の
現
状
と
課
題
」
武
田
良

　
三
編
『
今
目
の
社
会
学
』
一
九
六
〇
年
所
収
、
高
橋
勇
悦
「
日
本
に
お
け
る
都
市
社
会
学
の
展
開
ー
特
に
昭
和
二
〇
年
ま
で
を
中
心
に
ー
」
『
現
代
社
会
と
社
会
学
ー
日
大
社
会
学

　
科
五
十
周
年
記
念
論
文
集
1
』
一
九
七
三
年
、
中
村
八
朗
『
わ
が
国
に
お
け
る
都
市
社
会
学
の
史
的
展
開
」
倉
沢
進
編
『
社
会
学
講
座
㈲
都
市
社
会
学
』
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三

　
年
、
山
岸
健
「
戦
前
の
都
市
研
究
」
『
社
会
学
評
論
』
（
特
集
・
戦
前
の
日
本
社
会
学
と
九
七
七
年
。
従
つ
て
、
「
月
島
調
査
」
は
日
本
の
社
会
学
史
の
中
で
も
全
く
と
り
上
げ
ら
れ

　
て
い
な
い
。
松
本
潤
一
郎
『
日
本
社
会
学
』
時
潮
社
一
九
三
七
年
、
河
村
望
『
日
本
社
会
学
史
研
究
』
〔
上
・
下
）
一
九
七
三
二
九
七
五
年
、
た
だ
し
、
こ
の
「
月
島
調
査
」
に
直

　
接
参
加
な
さ
れ
た
三
好
豊
太
郎
の
論
文
「
月
島
調
査
の
成
立
と
そ
の
経
過
に
つ
い
て
」
（
『
明
星
大
学
研
究
紀
要
ー
人
文
学
部
…
』
一
六
号
、
一
九
八
○
年
）
は
注
目
さ
れ
る
。

（
8
）
　
こ
の
「
都
市
と
農
村
の
一
体
的
把
握
」
の
言
葉
は
前
出
引
用
の
高
橋
勇
悦
の
論
文
で
柳
田
国
男
の
『
都
市
と
農
村
』
（
一
九
二
四
年
）
に
言
及
し
て
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
有
賀
喜
左
工
門
は
「
都
市
社
会
学
の
課
題
』
　
（
『
有
賀
喜
左
工
門
著
作
集
皿
』
所
収
）
で
「
…
単
に
間
題
を
都
市
に
局
限
し
て
観
察
す
る
こ
と
が
正
し
い
の
で
は
な
く
、
都
市

　
の
存
在
は
村
落
と
関
連
し
て
初
め
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
連
関
の
事
実
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
都
市
社
会
学
を
樹
立
す
る
こ
と
が
そ
の
方
向
で
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
二
〇
一
頁
）
と
し
て
い
る
コ

（
9
）
　
関
谷
耕
一
「
解
説
・
高
野
岩
三
郎
と
月
島
調
査
」
（
山
九
七
〇
年
）
、
（
前
掲
）
。

（
10
）
三
好
豊
太
郎
「
月
島
調
査
の
成
立
と
そ
の
経
過
に
つ
い
て
」
（
一
九
八
O
年
）
、
（
前
掲
）
。

（
n
）
　
わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
生
活
・
地
域
社
会
生
活
に
つ
い
て
の
関
心
か
ら
、
川
合
・
霜
野
寿
亮
・
田
中
重
好
・
柄
沢
行
雄
・
有
末
賢
・
鹿
又
伸
夫
（
慶
感
義
塾
大
学
）
、
原
田
勝
弘
・

　
松
井
清
・
水
谷
史
男
（
明
治
学
院
大
学
）
、
佐
藤
茂
子
（
小
田
原
女
子
短
大
）
、
田
中
直
樹
（
目
本
大
学
）
、
中
川
清
（
新
潟
大
学
）
の
諸
氏
に
ょ
る
共
同
研
究
を
進
め
て
お
り
、
本

　
稿
及
び
既
に
発
表
し
た
川
合
隆
男
「
社
会
調
査
方
法
史
に
つ
い
て
1
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
調
査
方
法
の
模
索
と
「
月
島
調
査
」
ー
」
（
『
法
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
六
号
、
一
九

　
八
O
年
九
月
）
も
こ
の
共
同
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
更
に
原
田
勝
弘
・
松
井
清
・
柄
沢
行
雄
「
戦
前
期
の
東
京
「
月
島
地
域
」
に
お
け
る
産
業
構
成
の
変
遷
と
そ
の
特
質
（
上
）
」

　
『
明
治
学
院
大
学
論
叢
ー
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
1
』
第
五
七
号
、
　
一
九
八
一
年
四
月
、
中
川
清
「
内
務
省
衛
生
局
・
山
梨
県
に
於
け
る
農
村
保
健
衛
生
調
査
報
告
」
『
新
潟

　
大
学
商
学
論
集
』
第
一
四
号
、
一
九
八
一
年
三
月
を
も
参
照
の
こ
と
。

⇔

「
月
島
調
査
」
と
そ
の
背
景

　
ま
ず
月
島
調
査
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
『
東
京
市
京
橋
区
月
島
に
於
け
る
実
地
調
査
報
告
、
第
一
輯
』
（
内
務
省
衛
生
局
、
一
九
二
一
年
＋
二
月
刊
）

（
第
一
冊
報
告
本
文
、
第
二
冊
・
附
録
の
一
、
「
月
島
と
其
の
労
働
者
生
活
」
及
び
『
月
島
の
労
働
者
の
衛
生
状
態
」
に
関
す
る
統
計
表
、
第
三
冊
・
附
録
の
二
、
月

島
社
会
地
図
及
び
写
真
、
の
計
三
冊
よ
り
な
る
報
告
書
）
は
、
保
健
衛
生
調
査
会
を
調
査
母
体
に
し
て
、
同
委
員
高
野
岩
三
郎
を
中
心
に
一
九
一
八
（
大

　
　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
一
四
四
三
）



　
　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
（
一
四
四
四
）

正
七
）
年
十
一
月
よ
り
ほ
ぼ
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
約
二
ヵ
年
間
に
わ
た
つ
て
実
施
さ
れ
た
調
査
報
告
で
あ
る
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
六
月

に
内
務
省
衛
生
局
に
保
健
衛
生
調
査
会
（
第
一
部
・
乳
児
、
幼
児
、
学
令
児
童
及
青
年
、
第
二
部
．
結
核
、
第
三
部
．
花
柳
病
、
第
四
部
・
ら
い
、
第
五
部
．

精
神
病
、
第
六
部
・
衣
食
住
、
第
七
部
・
農
村
衛
生
、
第
八
部
・
統
計
の
計
八
部
か
ら
な
る
部
会
を
構
成
）
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
七
部
の
農
村
衛
生

状
態
調
査
に
一
九
一
八
年
七
月
よ
り
新
た
に
都
市
衛
生
状
態
調
査
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
都
市
に
お
け
る
最
初
の
衛
生
状
態
調
査
の
試
み
と
し
て

月
島
調
査
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
高
野
岩
三
郎
が
一
九
一
八
年
十
月
二
十
二
日
保
健
衛
生
調
査
会
第
七
部
会
に
提
出
し
た
「
実
地
調
査
案
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
都
市
衛
生
状
態
に
関
し
左
記
の
計
画
に
従
ひ
実
地
調
査
を
試
み
ん
と
欲
す
。

　
　
一
、
調
査
目
的
物
及
事
項

　
　
　
多
数
の
熟
練
職
工
家
族
の
団
聚
す
る
地
域
を
選
び

　
　
　
e
其
の
住
居
状
態

　
　
　
⇔
家
計
状
態

　
　
　
㊧
小
児
の
健
康
状
態

　
　
　
㊨
既
往
に
於
け
る
生
産
、
死
産
、
死
亡
及
疾
病
の
状
態
等
を
調
査
す

　
　
一
、
調
査
地
　
東
京
市
本
所
区
柳
島
横
川
町

　
　
一
、
調
査
期
間
　
　
成
る
べ
く
長
期
間

　
　
一
、
調
査
方
法
　
　
調
査
地
に
調
査
所
を
設
け
専
任
調
査
者
を
配
置
し
小
学
校
、
警
察
署
、
区
役
所
、
医
師
、
工
場
主
、
労
働
者
等
の
援
助
等
を
求
め
統
計
材

　
　
　
　
料
其
他
確
実
な
る
材
料
を
調
製
蒐
集
す

　
調
査
対
象
及
び
調
査
事
項
は
「
多
数
の
熟
練
職
工
家
族
」
を
中
心
的
な
対
象
と
す
る
都
市
地
域
生
活
者
の
O
「
住
民
一
般
の
住
居
状
態
殊
に
職

工
家
族
の
住
居
状
態
」
、
⇔
コ
定
の
職
工
家
族
を
採
つ
．
て
深
く
其
の
家
計
状
態
」
の
調
査
、
㊧
（
大
都
会
地
域
に
お
い
て
は
一
斎
に
住
民
の
身
体
検
査

を
施
す
こ
と
は
事
実
不
可
能
な
の
で
）
小
児
（
小
学
校
就
学
中
の
児
童
）
の
「
健
康
調
査
」
、
画
「
概
往
に
於
け
る
生
産
、
死
産
、
死
亡
及
び
疾
病
の
状



態
等
」
、
㊨
「
其
の
他
社
会
衛
生
に
関
係
あ
る
べ
き
一
般
社
会
衛
生
状
態
」
を
調
査
す
る
「
社
会
衛
生
状
態
の
研
究
」
で
あ
り
、
当
初
は
調
査
地

と
し
て
本
所
区
（
現
墨
田
区
）
柳
島
横
川
町
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
「
石
川
島
造
船
所
を
初
め
と
し
て
大
工
場
が
少
く
な
く
、
従
つ
て
又

熟
練
職
工
家
族
の
住
居
者
」
が
多
く
、
「
丁
度
手
頃
の
人
口
を
有
し
」
、
「
且
陸
を
隔
て
た
る
一
の
島
地
で
あ
る
」
と
い
う
調
査
実
施
上
の
便
宜
も
加

わ
つ
て
、
（
『
月
島
調
査
』
第
一
編
総
説
、
四
九
頁
、
生
活
古
典
叢
書
版
）
京
橋
区
月
島
に
変
更
し
、
更
に
こ
の
熱
練
職
工
家
族
の
調
査
に
加
え
て
東
京

市
内
及
附
近
の
小
学
校
教
具
家
計
調
査
（
少
額
俸
給
生
活
者
調
査
）
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
に
し
て
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
高
野
を
中
心
に
権
田

保
之
助
、
山
名
義
鶴
、
星
野
鐵
男
の
三
名
の
調
査
員
、
更
に
後
藤
貞
二
や
三
好
豊
太
郎
（
当
時
学
生
）
ら
の
調
査
補
助
者
が
加
つ
て
開
始
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
実
施
さ
れ
た
具
体
的
な
調
査
内
容
は
、
ω
「
書
類
上
の
調
査
」
　
（
主
に
大
正
二
年
か
ら
大
正
五
年
に
至
る
四
年
間
の
東
京
市
人
口
動
態
統
計
小

票
を
活
用
し
て
の
生
産
死
産
死
亡
婚
姻
離
婚
等
の
統
計
調
査
）
㈲
「
実
際
上
の
調
査
」
（
①
月
島
の
社
会
地
図
作
製
の
た
め
の
実
地
踏
査
、
②
児
童
身
体
検
査
、

③
労
働
者
の
身
体
検
査
、
④
労
働
者
家
族
栄
養
調
査
、
⑤
長
屋
調
査
、
⑥
衛
生
関
係
の
職
業
調
査
、
⑦
小
学
校
衛
生
調
査
、
⑧
工
場
労
働
調
査
、
⑨
労
働
者
家
計
調

査
、
⑩
小
学
校
児
童
の
家
族
関
係
、
娯
楽
等
の
調
査
、
⑪
飲
食
店
調
査
、
⑫
寄
席
の
実
地
調
査
、
⑬
露
店
調
査
及
通
行
人
調
査
、
⑭
写
真
撮
影
）
が
試
み
ら
れ
た

の
で
あ
つ
た
。
報
告
本
文
で
あ
る
『
実
地
調
査
報
告
・
第
一
輯
』
は
次
の
よ
う
に
四
編
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
第
一
編
総
説
　
高
野
岩
三
郎

　
　
　
第
一
章
調
査
の
由
来
及
計
画
、
第
二
章
調
査
の
準
備
、
第
三
章
調
査
の
実
施
、
第
四
章
調
査
の
編
整

　
　
第
二
編
　
月
島
と
其
の
労
働
者
の
生
活
　
　
権
田
保
之
助

　
　
　
第
一
章
月
島
の
地
理
及
び
沿
革
、
第
二
章
月
島
の
社
会
状
態
一
斑
、
第
三
章
月
島
の
人
口
、
第
四
章
月
島
に
於
け
る
出
生
、
第
五
章
月
島
に
於
け
る
死
亡
、

　
　
　
第
六
章
月
島
に
於
け
る
結
婚
、
第
七
章
月
島
に
於
け
る
離
婚
、
第
八
章
月
島
に
於
け
る
工
場
と
其
の
労
働
者
、
第
九
章
月
島
存
住
の
労
働
者
、
第
十
章
労
働

　
　
　
者
の
家
計
状
態
、
第
十
一
章
職
業
と
出
生
、
第
十
二
章
職
業
と
死
亡
、
，
第
十
三
章
職
業
と
結
婚
（
殊
に
労
働
者
と
結
婚
）
、
第
十
四
章
職
業
と
離
婚
（
殊
に
労
働
者

　
　
　
と
離
婚
）
、
第
十
五
章
労
働
者
と
娯
楽
、
第
十
六
章
労
働
者
児
女
の
生
活
、
第
十
七
章
月
島
に
於
け
る
教
育
状
況

　
　
第
三
編
月
島
に
於
け
る
労
働
者
の
衛
生
状
態
　
　
星
野
鐵
男

　
　
　
第
一
章
月
島
に
於
け
る
死
亡
原
因
、
第
二
章
一
般
衛
生
状
態
、
第
三
章
月
島
児
童
身
体
検
査
、
第
四
章
労
働
者
の
身
体
検
査
、
第
五
章
労
働
者
家
族
の
栄
養

　
　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
一
四
四
五
）



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
一
四
四
六
）

　
　
状
況
、
第
六
章
労
働
者
の
住
居
状
況
、
第
七
章
衛
生
職
業
、
第
八
章
社
会
衛
生
地
図
、
第
九
章
小
学
校
衛
生
状
況

　
　
第
四
編
　
月
島
の
労
働
事
情
　
　
山
名
義
鶴

　
　
第
一
章
月
島
の
工
場
及
び
職
場
、
第
二
章
機
械
製
作
工
場
に
於
け
る
労
働
、
第
三
章
製
罐
工
場
に
於
け
る
労
働
、
第
四
章
町
工
場
に
於
け
る
労
働
、
第
五
章

　
　
労
働
の
移
動
、
第
六
章
附
言

　
ま
た
当
初
の
計
画
案
に
あ
つ
た
東
京
市
内
及
び
隣
接
郡
部
の
小
学
教
員
家
計
調
査
も
同
じ
時
期
の
一
九
一
九
年
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
本
報

告
に
続
い
て
報
告
第
二
輯
と
し
て
ま
と
ま
つ
た
形
で
発
表
さ
れ
る
筈
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
権
田
保
之
助
の
「
東
京
に
於
け
る
少
額
俸
給
生
活
者

家
計
の
一
模
型
」
（
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
第
二
巻
二
号
、
一
九
二
四
年
十
二
月
）
、
「
労
働
者
及
び
小
額
俸
給
生
活
者
の
家
計
状
態
比
較
」
（
前
出
同

雑
誌
第
四
巻
一
号
、
一
九
二
六
年
三
月
）
の
論
文
報
告
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
高
野
は
こ
の
月
島
調
査
を
内
務
省
保
健
衛
生
調
査
会
を
調
査
母
体
に
し
て
い
て
も
単
純
な
保
健
衛
生
調
査
と
し
て
で
は
な
く
、
「
若
し
保
健
衛

生
調
査
を
以
て
単
な
る
医
学
上
の
調
査
に
限
る
も
の
と
な
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
却
て
現
今
の
社
会
衛
生
の
観
念
に
適
合
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

保
健
衛
生
調
査
は
少
く
と
も
経
済
的
社
会
的
調
査
を
包
含
し
得
る
も
の
」
と
し
て
「
社
会
生
活
殊
に
大
都
会
の
労
働
者
生
活
0
調
査
」
を
展
開
し

た
の
で
あ
つ
た
。

　
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
十
一
月
に
高
野
に
よ
つ
て
「
経
済
的
社
会
的
調
査
を
包
含
し
得
る
も
の
」
と
し
て
の
都
市
衛
生
実
地
調
査
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
に
、
す
で
に
各
地
方
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
数
多
く
の
保
健
衛
生
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
内
務
省
衛
生
局
は
全
国
同
一
標
準
同
＝
調

査
方
法
に
よ
る
実
地
調
査
を
実
施
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
き
て
い
た
。
『
各
地
方
に
於
け
る
保
健
衛
生
調
査
概
況
』
（
大
正
七
・
八
・
九
・
十
年
）
を

と
り
ま
と
め
る
一
方
、
大
正
七
年
七
月
九
日
の
保
健
衛
生
調
査
会
連
合
主
査
会
の
決
議
に
も
と
づ
い
て
、
静
岡
県
周
智
郡
宇
刈
村
の
調
査
（
同
年

九
月
下
旬
よ
り
＋
二
月
下
旬
に
亙
り
実
施
）
を
初
め
大
正
十
一
年
迄
に
計
九
ヶ
村
の
内
務
省
直
接
調
査
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
つ
た
（
内
務
省
衛
生
局
『
農

村
保
健
衛
生
実
地
調
査
成
績
』
昭
和
四
年
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
よ
り
以
前
、
委
員
の
一
人
宮
入
慶
之
助
の
立
案
指
導
に
よ
つ
て
調
査
会
発
足
よ
り
間
も

な
く
実
施
さ
れ
た
山
梨
県
で
の
実
地
調
査
（
大
正
五
年
七
月
よ
り
大
正
七
年
三
月
ま
で
）
が
、
鋭
い
実
践
的
使
命
に
支
え
ら
れ
て
注
目
す
べ
き
調
査
研



究
方
法
が
意
欲
的
に
模
索
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
、
月
島
調
査
は
、
宮
入
の
立
案
指
導
に
よ
る
『
山
梨
県
に
於
け
る
農
村
保
健
調
査

報
告
』
（
大
正
七
年
六
月
刊
）
、
内
務
省
直
轄
の
標
準
調
査
等
の
影
響
や
動
向
と
の
関
連
に
お
い
て
、
開
始
さ
れ
て
い
つ
た
と
い
え
る
。

　
だ
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
わ
が
国
の
資
本
主
義
経
済
が
急
速
に
発
展
し
、
そ
し
て
、
工
場
法
制
定
作
業
過
程
で
工
場
衛
生
調
査
等
を
通
じ

て
女
工
や
職
工
の
健
康
衛
生
状
態
が
劣
悪
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
つ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
特
に
石
原
修
は
、
女
工
の

健
康
状
態
に
つ
い
て
女
工
の
移
動
、
女
工
の
出
稼
と
帰
郷
、
年
令
、
勤
続
、
寄
宿
舎
生
活
等
と
の
関
連
で
克
明
な
衛
生
調
査
を
試
み
、
結
核
性
疾

患
を
ば
じ
め
、
劣
悪
な
健
康
状
態
に
お
か
れ
、
一
、
二
年
で
帰
郷
地
、
農
村
、
更
に
都
市
に
環
流
伝
播
し
、
多
数
の
死
亡
者
を
出
し
健
康
を
蝕
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
工
場
労
働
生
活
と
地
域
社
会
と
の
関
連
で
衛
生
状
態
を
解
明
し
て
い
く
視
座
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

高
野
岩
三
郎
も
『
本
邦
人
口
の
現
在
及
将
来
』
　
（
大
正
五
年
九
月
、
第
一
版
）
で
「
由
来
我
経
済
政
策
の
方
針
は
人
民
を
駆
て
単
純
な
る
生
産
手
段

た
ら
し
む
る
に
あ
つ
た
も
の
の
如
く
に
看
倣
し
得
る
。
低
廉
な
る
労
働
、
長
時
間
の
勤
務
こ
れ
我
工
業
の
長
所
な
り
と
は
公
然
と
又
は
暗
黙
裡
に

我
実
業
家
我
政
府
の
常
に
主
張
し
た
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
其
の
悪
結
果
は
廻
り
廻
つ
て
今
日
の
如
き
肺
結
核
の
蔓
延
と
な
り
、
少
年
壮
年
死
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

率
の
増
加
に
も
現
は
れ
て
来
た
と
も
観
ぜ
ら
る
N
の
で
あ
る
。
今
之
を
覚
る
の
は
遅
く
は
あ
る
が
、
覚
ら
ざ
る
に
優
る
は
万
々
で
あ
る
」
と
指
摘

を
し
て
い
た
。

　
月
島
調
査
は
、
我
が
国
の
資
本
主
義
経
済
が
日
露
戦
争
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
工
業
生
産
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
重
化
学
工
業
化
が
進
み
独

占
化
が
図
ら
れ
て
い
く
一
方
、
労
働
者
が
都
市
に
集
積
し
、
次
第
に
定
着
し
始
め
て
い
く
過
程
で
の
衛
生
問
題
、
労
働
問
題
、
経
済
問
題
、
生
活

問
題
、
都
市
問
題
等
の
社
会
問
題
が
相
互
に
複
合
的
に
入
り
絡
み
な
が
ら
顕
在
化
し
て
く
る
中
で
、
工
場
労
働
者
を
対
象
に
し
た
、
い
わ
ば
試
行

錯
誤
的
に
な
さ
れ
た
実
証
的
な
都
市
社
会
調
査
で
あ
つ
た
。
労
働
争
議
が
頻
発
し
、
米
騒
動
が
全
国
に
拡
が
り
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
大
流
行
し
、

普
選
運
動
や
組
合
運
動
が
拾
頭
し
つ
つ
あ
つ
た
。
国
際
的
に
も
ロ
シ
ア
に
社
会
主
義
革
命
政
権
が
現
実
に
成
立
し
、
ま
た
国
際
労
働
会
議
開
催
や

I
L
O
設
置
の
よ
う
に
労
働
組
合
結
成
の
権
利
、
八
時
問
労
働
制
、
幼
年
労
働
の
禁
止
等
々
の
賃
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
を
め
ぐ
つ
て
、
利

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
一
四
四
七
）



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
一
四
四
八
）

害
や
労
働
運
動
が
国
際
的
な
拡
が
り
の
中
で
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
く
状
況
が
展
開
し
つ
つ
あ
つ
た
。
月
島
調
査
を
指
導
し
た
高
野
岩
三
郎
個
人
に

と
つ
て
も
、
経
済
学
部
独
立
な
ど
の
東
京
帝
国
大
学
学
制
改
革
問
題
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
創
設
問
題
、
国
際
労
働
会
議
代
表
問
題
、
東
大
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

任
、
森
戸
事
件
等
の
渦
中
に
あ
つ
た
。
ま
さ
に
月
島
調
査
は
こ
う
し
た
近
代
日
本
の
新
た
な
激
動
状
況
め
も
と
で
試
み
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　
月
島
調
査
を
促
し
た
背
景
、
及
び
そ
の
意
図
、
方
法
、
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
の
か
。
よ
り
具
体
的
に
再
考
察
し
て
い
ぎ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
月
島
調
査
に
つ
い
て
は
既
に
関
谷
耕
一
に
よ
る
「
高
野
岩
三
郎
と
月
島
調
査
」
と
い
う
優
れ
た
解
説
が
あ
り
、
そ
の
論
文
の
第
二
章
「
月
島
調

査
の
背
景
と
意
図
」
で
は
背
景
に
つ
い
て
は
社
会
的
背
景
と
し
て
の
労
働
問
題
を
中
心
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
月
島
調
査
が
そ
も
そ

も
保
健
衛
生
調
査
会
を
母
体
に
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
背
景
と
し
て
は
当
時
の
保
健
衛
生
上
の
問
題
と
の
関
連
か
ら
触
れ
る
の
が
適

切
と
考
え
る
。
従
つ
て
、
こ
こ
で
は
ω
保
健
衛
生
上
の
問
題
、
②
労
働
間
題
、
更
に
③
都
市
生
活
問
題
の
三
つ
の
側
面
か
ら
、
月
島
調
査
の
社
会

的
背
景
を
検
討
し
て
い
く
。

　
①
　
保
健
衛
生
上
の
問
題

　
保
健
衛
生
調
査
会
は
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
の
も
と
で
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
六
月
二
七
日
勅
令
一
七
二
号
が
公
布
さ
れ
、
三
四
名
の
調
査
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

委
員
が
任
命
さ
れ
て
発
足
し
、
七
月
八
目
に
初
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
当
時
こ
の
保
健
衛
生
調
査
会
の
発
足
を
促
し
た
背
景
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
明
治
末
期
か
ら
大
正
前
半
期
に
か
け
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
急
速
な
外
国
文
明
の
導
入
・
文
明
開
化
・
殖
産
興

業
・
富
国
強
兵
策
が
強
力
に
推
進
さ
れ
産
業
革
命
、
資
本
主
義
経
済
と
国
家
体
制
が
確
立
さ
れ
た
一
方
、
社
会
生
活
全
体
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
不

均
衡
や
不
調
整
、
不
平
等
や
重
圧
が
人
々
の
間
で
次
第
に
新
た
に
潜
在
化
し
、
ま
た
顕
在
化
し
て
き
た
動
ぎ
に
対
し
て
、
国
家
権
力
及
び
資
本
が

生
産
調
査
会
、
経
済
調
査
会
、
保
健
衛
生
調
査
会
、
臨
時
外
交
調
査
会
、
拓
殖
調
査
会
、
臨
時
教
育
会
議
、
臨
時
財
政
経
済
調
査
会
、
臨
時
法
制

審
議
会
、
民
間
調
査
啓
蒙
機
関
等
に
み
る
如
く
調
査
会
・
委
員
会
・
審
議
会
・
調
査
機
関
を
設
置
し
制
度
化
し
た
り
新
た
に
行
政
機
構
を
敢
革
し
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て
諸
間
題
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
実
情
把
握
に
つ
と
め
積
極
的
に
対
応
し
て
い

か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
始
め
て
い
く
時
期
で
も
あ
つ
た
。

　
保
健
衛
生
に
つ
い
て
も
こ
の
当
時
出
生
率
は
ほ
ぼ
三
〇
％
台
（
人
口
千
人
対
）

の
推
移
だ
が
、
死
亡
率
は
現
在
ま
で
の
統
計
に
照
ら
し
て
も
明
治
末
か
ら
大
正

期
ま
で
は
二
〇
～
二
五
％
水
準
で
も
つ
と
も
高
い
死
亡
率
を
推
移
し
て
い
た

（
図
1
を
参
照
）
。
乳
児
死
亡
（
出
生
千
対
の
比
で
一
五
〇
～
一
六
八
％
）
、
新
生
児
死

産
（
六
〇
～
七
〇
％
台
）
は
こ
の
時
期
に
著
し
く
高
く
、
死
産
等
と
異
常
に
高
い

比
率
に
な
つ
て
お
り
、
多
産
多
死
の
典
型
で
あ
つ
た
。
特
に
高
乳
児
死
亡
率
と

青
年
壮
年
の
高
結
核
死
亡
率
が
特
徴
的
で
あ
つ
た
。
全
体
の
死
因
は
大
正
期
で

は
主
に
肺
炎
お
よ
び
気
管
支
炎
、
胃
腸
炎
、
全
結
核
、
脳
血
管
疾
患
、
老
衰
等

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
順
位
で
多
か
つ
た
。
国
家
経
済
の
急
速
な
躍
進
発
威
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
逆

に
「
国
民
体
位
の
低
下
」
　
「
国
民
体
質
の
下
向
」
が
問
題
と
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た

の
で
あ
つ
た
。
コ
レ
ラ
や
と
う
そ
う
、
ペ
ス
ト
、
発
疹
チ
フ
ス
等
の
急
性
伝
染

病
が
ま
だ
ま
だ
大
流
行
し
て
い
た
が
、
「
少
な
く
と
も
、
内
務
省
衛
生
局
の
指

導
部
で
は
防
疫
対
策
を
こ
え
て
次
の
段
階
の
問
題
が
考
究
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

つ
た
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
結
核
、
ら
い
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
、
花
柳
病

あ
る
い
は
寄
生
虫
病
な
ど
慢
性
伝
染
病
の
予
防
の
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
進
ん

で
積
極
的
な
健
康
増
進
対
策
、
例
え
ば
、
乳
児
保
健
、
栄
養
対
策
な
ど
で
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
一
四
四
九
）



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
一
四
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

た
。
ま
た
農
村
衛
生
、
都
市
衛
生
と
い
う
形
の
地
域
的
な
総
合
対
策
も
研
究
」
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
情
勢
に
あ
つ
た
。

　
結
核
の
流
行
及
び
死
亡
率
は
特
に
産
業
資
本
確
立
と
共
に
次
第
に
増
加
し
大
都
市
・
青
壮
年
層
・
都
市
の
下
層
民
や
工
場
労
働
者
に
著
し
か
つ

（
m
）た
。
劣
悪
な
労
働
条
件
と
環
境
、
工
場
衛
生
施
設
の
不
備
、
公
衆
衛
生
対
策
の
遅
れ
、
劣
悪
・
過
密
・
老
朽
な
居
住
状
況
、
都
市
施
設
の
不
備
等

に
よ
る
「
社
会
的
」
伝
染
病
で
あ
つ
た
。
肺
結
核
死
亡
者
は
「
一
八
九
〇
年
代
末
期
以
降
、
全
国
で
若
い
男
女
を
中
心
に
毎
年
七
～
九
万
人
ほ
ど

死
亡
し
」
、
「
と
く
に
東
京
で
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
人
口
一
万
人
中
の
全
結
核
死
亡
者
が
最
高
の
四
三
・
六
人
に
達
し
た
う
え
、
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

ろ
に
は
全
国
府
県
の
な
か
で
第
一
位
を
つ
づ
け
た
」
。

　
工
場
労
働
者
の
中
で
も
、
特
に
紡
績
女
子
労
働
者
に
そ
の
惨
害
が
集
中
し
ま
た
急
速
な
重
化
学
工
業
化
の
う
ち
に
増
加
し
て
い
っ
た
機
械
・
金

属
部
門
の
男
子
労
働
等
の
う
ち
に
も
「
工
場
結
核
」
を
誘
発
し
て
い
つ
た
。
当
時
の
膨
大
な
紡
績
女
工
と
彼
女
ら
の
高
い
移
動
率
、
（
出
稼
）
、
「
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

核
工
女
」
・
「
病
気
」
帰
休
、
帰
郷
に
よ
る
感
染
、
「
農
村
結
核
」
と
い
う
都
市
と
農
村
の
「
流
出
と
還
流
の
回
路
」
が
で
ぎ
あ
が
つ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
動
向
の
も
と
で
一
九
一
六
年
六
月
保
健
衛
生
調
査
会
が
設
置
さ
れ
「
国
民
衛
生
の
実
状
及
其
不
良
を
致
せ
る
原
因
を
探
求
し
進
ん

で
之
が
予
防
防
遇
の
方
法
を
講
じ
並
に
国
民
の
健
康
保
持
に
必
要
な
る
事
項
を
調
査
し
以
て
諸
般
衛
生
上
の
改
善
に
資
す
る
は
実
に
刻
下
の
急
務

（
1
3
）

な
り
」
の
意
を
受
け
て
そ
の
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
つ
た
。
調
査
会
の
中
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
第
一
部
　
乳
児
、
幼
児
、
学
令
児
童
及
青
年
、

第
二
部
　
結
核
、
第
三
部
　
花
柳
病
、
第
四
部
　
ら
い
、
第
五
部
精
神
病
、
第
六
部
　
衣
食
住
、
第
七
部
農
村
衛
生
（
後
に
大
正
七
年
七
月
に

都
市
衛
生
も
加
え
ら
れ
都
市
及
び
農
村
衛
生
状
態
）
、
第
八
部
　
統
計
、
と
い
う
八
部
会
を
定
め
各
部
会
の
部
会
委
員
を
決
定
し
て
、
調
査
会
活
動
が

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

進
め
ら
れ
て
い
つ
た
。
こ
れ
以
前
に
も
各
府
県
各
地
で
衛
生
状
態
の
実
情
調
査
も
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
内
務
省
保
健
衛
生
調
査
会
は
大
正

六
年
同
調
査
会
委
員
・
宮
入
慶
之
助
に
よ
る
山
梨
県
で
の
「
実
地
調
査
」
を
踏
ま
え
て
、
大
正
七
年
七
月
に
「
第
七
部
」
は
「
都
市
及
び
農
村
衛

生
状
態
」
の
部
会
と
な
り
、
同
時
に
内
務
省
が
直
接
「
農
村
衛
生
状
態
ー
実
地
調
査
」
を
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
同
年
九
月
に
開
始
さ
れ
た
静
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

県
周
智
郡
宇
刈
村
で
の
実
地
調
査
を
始
め
、
次
々
と
実
施
さ
れ
て
い
つ
た
。
都
市
衛
生
状
態
の
実
地
調
査
と
し
て
の
月
島
調
査
は
宮
入
の
農
村
実



地
調
査
の
場
合
と
同
様
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
サ
ー
ヴ
ィ
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
も
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
つ
て
、
月
島
調
査
は
こ
の
保
健

衛
生
調
査
会
を
母
体
に
、
特
に
同
第
七
部
会
を
中
心
に
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
月
島
調
査
を
促
し
た
第
一
の
要
因
乃

至
背
景
は
先
に
記
し
た
よ
う
な
当
時
の
社
会
衛
生
状
態
及
び
そ
の
都
市
衛
生
状
態
実
状
調
査
で
あ
つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
時
に
月
島
調

査
を
含
め
た
一
連
の
調
査
が
工
場
法
の
施
行
お
よ
び
実
施
過
程
に
お
い
て
「
国
民
体
位
の
低
下
」
の
実
状
を
調
べ
、
国
民
健
康
の
保
持
と
労
働
力

確
保
を
図
ろ
う
と
す
る
国
家
に
よ
る
社
会
政
策
、
労
働
政
策
の
一
貫
と
し
て
な
さ
れ
た
側
面
に
も
留
意
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

　
働
労
　
働
問
題

　
資
本
主
義
社
会
の
進
展
に
伴
つ
て
、
労
働
問
題
は
新
た
な
様
相
を
提
し
つ
つ
あ
つ
た
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
明
治
後
半
期
ま
で
に
近
代
日

本
の
産
業
革
命
、
資
本
主
義
経
済
確
立
を
な
し
遂
げ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
大
正
三
ー
八
年
）
を
契
機
に
日
本
産
業
は
官
営
の
兵
器
、
造
船
、

製
鉄
業
、
そ
し
て
紡
績
、
製
糸
、
織
物
の
繊
維
工
業
、
鉱
山
業
な
ど
を
主
に
し
た
構
成
か
ら
急
速
に
民
間
重
化
学
工
業
化
が
進
展
し
、
独
占
資
本

主
義
化
、
企
業
規
模
拡
大
化
、
産
業
経
営
の
高
度
化
、
お
よ
び
大
企
業
・
中
小
企
業
・
零
細
企
業
の
重
層
化
が
促
進
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
に
ょ
つ
て
大
正
期
を
通
じ
て
都
市
を
中
心
に
産
業
労
働
者
階
級
が
集
積
形
成
さ
れ
て
い
く
、
ま
た
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
労
働
者
層
が
生
成
さ

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
て
い
く
諸
条
件
が
用
意
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
。
他
方
、
こ
う
し
た
諸
条
件
下
に
お
け
る
労
働
・
社
会
問
題
の
顕
在
化
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
「
都
市

民
衆
騒
擾
」
、
労
働
運
動
の
激
化
と
組
織
化
、
工
場
法
施
行
や
治
安
警
察
法
、
都
市
計
画
法
等
に
み
る
国
家
行
政
介
入
に
よ
る
生
産
政
策
と
労
働

力
保
護
、
社
会
運
動
の
統
制
と
弾
圧
、
都
市
経
営
・
都
市
計
画
、
大
都
市
地
域
指
定
の
動
き
も
著
し
く
な
つ
て
い
つ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
重
化
学
工
業
化
に
伴
う
大
都
市
に
お
け
る
男
子
産
業
労
働
者
の
集
積
形
成
と
そ
こ
に
お
け
る
労
働
問
題
の
特
質
に
つ
い
て
の
み
触

れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
重
化
学
工
業
化
に
伴
う
大
都
市
に
お
け
る
男
子
産
業
労
働
者
の
集
積
形
成
の
働
き
を
『
農
商
務
統
計
表
』
　
『
工
場
統
計
表
』
に
よ
つ
て

概
観
し
て
み
る
（
表
1
、
表
2
、
表
3
を
参
照
）
。
表
1
に
よ
つ
て
日
露
戦
争
当
時
の
一
九
〇
四
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
終
末
時
の
一
九
一
九
年
に

　
　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
　
　
（
一
四
五
一
）



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
（
一
四
五
二
）

至
る
一
五
年
間
の
動
き
を
み
る
と
、
工
場
数
で
約
二
・
六
倍
、
職
工
数
計
で
約
二
・
九
倍
、
う
ち
男
子
職
工
は
約
三
・
四
倍
、
女
子
職
工
が
約
二
・

五
倍
と
増
加
し
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
反
動
恐
慌
や
そ
の
後
の
一
九
一
〇
年
当
時
の
大
量
の
失
業
者
の
発
生
な
ど
を
経
つ
つ
も
第
一
次
世

界
大
戦
を
契
機
に
大
戦
景
気
に
刺
激
さ
れ
て
著
し
く
工
業
化
が
進
展
し
て
い
つ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
職
工
の
男
女
別
で
は
一
九
〇
四
年
に
男

子
四
〇
・
四
％
、
女
子
五
九
・
六
％
、
一
九
一
九
年
に
は
男
子
四
七
・
八
％
、
女
子
五
二
％
と
全
体
で
は
次
第
に
男
子
職
工
の
増
勢
を
顕
著
に
し

て
い
た
。
尚
、
官
営
工
場
職
工
数
の
官
民
営
工
場
全
体
に
占
め
る
比
率
は
一
九
一
二
年
に
男
女
計
で
一
〇
・
六
％
（
男
工
九
・
九
％
）
、
　
一
九
一
八

年
に
一
〇
・
二
％
（
男
工
七
・
八
％
）
、
　
一
九
二
五
年
に
七
・
七
％
（
男
工
五
・
九
％
）
と
漸
次
低
下
し
て
い
つ
た
。

　
府
県
別
民
営
工
場
職
工
数
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
職
工
数
の
比
較
的
多
い
府
県
は
男
女
計
で
大
阪
（
対
全
国
比
一
一
・
○
％
）
、
東
京

（
一
〇
・
六
％
）
、
愛
知
（
八
・
五
％
）
、
兵
庫
（
八
・
○
％
）
、
長
野
（
六
・
六
％
）
、
京
都
（
四
・
八
％
）
、
埼
玉
（
三
二
％
）
、
静
岡
（
二
・
八
％
）
、
福

井
（
二
．
六
％
）
、
三
重
（
二
・
四
％
）
、
岐
阜
（
二
・
四
％
）
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
十
一
府
県
の
小
計
は
六
二
・
八
％
で
全
国
の
約
三
分
の
二
を
占
め

　
　
（
1
6
）

て
お
り
、
そ
の
う
ち
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
な
ど
の
大
都
市
府
県
の
小
計
は
四
六
・
五
％
で
あ
つ
た
（
表
2
）
。
一

九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
は
大
阪
（
一
三
・
七
％
）
、
東
京
（
一
一
・
○
％
）
、
兵
庫
（
一
〇
・
O
％
）
、
愛
知
（
八
・
四
％
）
、
長
野
（
五
・
五
％
）
、
神
奈

川
（
三
．
九
％
）
、
京
都
（
三
・
三
％
）
、
静
岡
（
三
・
一
％
）
、
福
岡
（
二
・
九
％
）
、
群
馬
（
二
・
八
％
）
、
岡
山
（
二
・
四
％
）
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
十

一
府
県
の
小
計
は
六
七
・
○
％
、
先
の
大
都
市
府
県
の
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
の
対
全
国
比
の
小
計
は
五
三
・
○

％
と
な
り
、
な
か
で
も
大
阪
、
東
京
の
占
め
る
比
率
は
顕
著
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
大
都
市
府
県
で
は
男
子
職
工
の
比
率
は
全
国
の
そ
れ

よ
り
か
な
り
高
く
、
一
九
一
九
年
で
は
特
に
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
等
で
比
率
が
高
く
、
実
数
の
上
で
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一

九
年
の
一
〇
年
間
で
男
子
職
工
増
加
数
の
多
い
府
県
は
大
阪
、
兵
庫
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
福
岡
、
北
海
道
、
広
島
、
静
周
な
ど
の
順
で
あ

っ
た
。
こ
の
問
に
お
け
る
産
業
別
労
働
者
の
地
域
別
構
成
を
み
る
か
ぎ
り
、
産
業
労
働
者
分
布
の
地
域
的
分
布
と
浮
沈
、
大
都
市
府
県
へ
の
、
特

に
男
子
職
工
の
、
集
積
と
累
積
な
ど
が
進
展
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



　
主
要
産
業
別
職
工
数
の
構
成
比
推
移
を
全
国
、
東
京
府
、
大
阪
府
に
つ
い
て
み
た
の
が
表
3
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
で
は
染
織
工
場
職
工
は
全

体
の
六
〇
・
七
％
、
機
械
及
器
具
工
場
七
・
九
％
、
化
学
工
場
九
・
七
％
等
で
あ
つ
た
が
、
，
」
九
一
九
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
五
五
．
四
％
、
一

五
・
九
％
、
一
一
・
七
％
と
変
化
し
、
重
化
学
工
業
化
の
動
き
は
明
白
で
あ
り
特
に
金
属
工
業
．
機
械
器
具
工
業
の
進
展
に
著
し
い
も
の
が
あ
つ

た
。
両
年
の
生
産
額
で
み
た
軽
工
業
・
重
化
学
工
業
の
割
合
も
、
一
九
〇
九
年
で
七
一
・
二
％
、
一
二
・
一
％
か
ら
一
九
一
八
年
に
は
六
三
・
六
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％
、
三
〇
・
六
％
と
変
化
し
、
そ
の
後
の
推
移
を
如
実
に
特
徴
づ
け
て
い
た
。
東
京
、
大
阪
で
は
共
に
相
対
し
て
機
械
及
び
器
具
工
場
職
工
の
比

率
は
高
く
、
一
九
一
九
年
で
東
京
一
三
・
六
％
、
大
阪
二
三
．
二
％
を
占
め
て
い
た
。
全
国
の
機
械
及
び
器
具
工
場
職
工
に
占
め
る
割
合
は
、
一
九

〇
九
年
で
東
京
二
七
・
○
％
（
実
数
約
五
万
六
千
人
）
、
大
阪
一
九
・
四
％
（
実
数
約
五
万
一
千
人
×
同
年
の
全
職
工
数
の
対
全
国
比
は
東
京
一
〇
．
六
％
、

大
阪
一
一
、
○
％
）
、
一
九
一
九
年
に
は
東
京
一
二
．
七
％
、
大
阪
一
九
．
九
％
（
全
職
工
数
の
対
全
国
比
は
東
京
一
一
．
○
％
海
大
阪
一
三
．
七
％
）
で

あ
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
統
計
の
検
討
に
よ
つ
て
も
大
都
市
府
県
に
お
い
て
、
特
に
男
子
労
働
者
を
中
心
と
す
る
機
械
器
具
・
金
属
・
化
学
工
業
等
の
民
間
重

化
学
工
業
化
が
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
急
速
に
進
め
ら
れ
た
事
実
を
み
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
「
月
島
調
査
」
の
対
象
地
を
、
こ
の
期
に
著
し
く
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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化
学
工
業
を
主
体
に
再
編
さ
れ
て
い
く
東
京
に
定
め
た
こ
と
は
充
分
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
新
た
な
重
化
学
工
業
化
段
階
と
独
占
的
な
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
大
都
市
男
子
成
年
産
業
労
働
者
の
集
積
と
累
積
の
展
開
が
特
徴
づ
け
ら
れ

て
く
る
一
方
、
そ
れ
ら
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
の
労
働
間
題
状
況
に
も
立
た
さ
れ
て
い
つ
た
。
機
械
器
具
．
金
属
・
化
学
工
業
な
ど
の
重
化
学
部
門

で
の
大
都
市
男
子
産
業
労
働
者
の
集
積
と
累
積
が
、
繊
維
工
業
に
お
け
る
よ
う
に
農
村
地
方
か
ら
の
短
期
的
な
「
出
稼
型
」
の
年
少
未
婚
の
女
子

労
働
者
と
「
渡
り
職
工
」
　
「
親
分
的
職
工
」
を
典
型
・
基
幹
と
し
た
労
働
力
構
成
と
労
働
市
場
に
代
つ
て
、
機
械
器
具
・
金
属
・
化
学
工
業
な
ど

の
重
化
学
部
門
で
の
大
都
市
男
子
成
年
産
業
労
働
者
が
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
急
速
に
集
積
．
累
積
し
、
次
第
に
定
着
し
、
世
帯
形
成
、
世
代
的

再
生
産
を
図
つ
て
新
た
に
都
市
労
働
者
生
活
が
形
成
さ
れ
て
い
き
つ
つ
あ
る
推
移
期
、
転
換
期
に
あ
つ
た
。
広
い
恵
味
で
は
「
活
況
期
」
に
あ
る

　
　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
（
一
四
五
三
）



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
（
一
四
五
四
）

と
い
え
る
が
、
他
面
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
願
望
・
期
待
・
不
安
．
自
覚
等
が
に
わ
か
に
「
騒
擾
」
や
運
動
と
な
つ
て
噴
出
し
て
い
く
状
況

で
も
あ
つ
た
と
い
え
る
。

　
少
し
視
角
を
変
え
て
こ
の
一
九
二
〇
年
代
前
後
に
至
る
わ
が
国
産
業
の
就
業
者
状
態
を
み
る
な
ら
、
近
代
産
業
・
工
業
部
門
の
著
し
い
発
達
に

よ
つ
て
雇
用
労
働
力
（
工
業
労
働
者
、
鉱
山
・
電
力
労
働
者
、
交
通
・
通
信
・
運
輸
労
働
者
、
金
融
・
商
業
労
働
者
等
、
職
員
、
教
員
、
公
務
員
、
市
町
村
吏
員

等
）
の
中
に
占
め
る
工
業
労
働
者
の
比
率
が
増
大
し
て
き
て
い
た
と
は
い
え
、
部
分
的
な
も
の
で
あ
り
、
他
に
彪
大
な
在
来
的
・
零
細
的
非
農
林

人
口
（
小
売
商
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
自
由
業
、
零
細
企
業
の
労
動
者
、
家
族
．
家
内
工
業
者
．
労
働
者
、
職
人
、
旦
雇
．
人
足
．
手
伝
、
そ
の
他
雑
業
）
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

農
林
漁
業
人
口
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
が
工
業
労
働
人
口
、
雇
用
労
働
人
口
に
急
速
に
吸
収
さ
れ
一
元
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
ぐ
、
例
え
ば
東
京
市
も
こ
の
時
点
で
は
工
業
雇
用
労
働
者
の
割
合
が
か
な
り
高
い
と
は
い
え
、
職
工
五
人
未
満
「
零
細
工
場
従
事
者
」
、
職
人
徒
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弟
・
家
内
工
業
者
、
商
業
業
主
、
商
業
労
務
者
、
家
事
使
用
人
等
の
割
合
も
高
い
の
で
あ
り
職
員
の
増
加
に
も
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
従
つ
て
極

め
て
流
動
的
で
あ
り
労
働
力
構
成
と
労
働
市
場
も
複
合
的
に
再
編
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
時
期
で
あ
り
雇
用
労
働
者
全
体
の
地
位
も
極
め
て
不
安
定
な

も
の
で
し
か
な
か
つ
た
と
い
え
る
。
こ
の
時
期
に
「
月
島
調
査
」
の
具
体
的
な
対
象
と
な
る
「
労
働
者
の
中
の
生
粋
と
称
す
べ
ぎ
熟
練
職
工
」
は
、

「
親
分
的
職
工
」
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
工
業
労
働
者
、
農
村
か
ら
の
「
出
稼
」
還
流
人
口
と
流
出
・
流
入
人
口
、
都
市
雑
業
・
下
層
と
が
い
ま
だ

相
互
に
重
層
し
分
離
し
つ
つ
、
労
働
力
．
都
市
の
「
工
場
街
」
と
「
労
働
者
街
」
．
労
働
運
動
．
労
働
者
生
活
の
中
心
的
担
い
手
と
な
る
べ
く
注

目
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
。

　
大
都
市
に
お
け
る
男
子
成
年
産
業
労
働
者
の
集
積
過
程
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
労
働
・
社
会
問
題
が
顕
在
化
し
て
ぎ
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
し

て
は
関
谷
耕
一
「
解
説
・
高
野
岩
三
郎
と
月
島
調
査
」
の
中
で
も
「
労
働
問
題
を
」
①
男
子
労
働
者
の
増
勢
、
②
労
働
者
の
生
活
難
（
賃
金
上
昇
率

以
上
の
生
計
費
の
高
騰
）
、
③
長
時
間
労
働
、
㈲
労
働
争
議
の
激
化
の
四
点
に
ま
と
め
て
検
討
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
繰
り
返

さ
な
い
。



　
都
市
下
層
・
雑
業
層
・
労
働
者
層
の
大
都
市
へ
の
集
積
と
生
活
不
安
状
態
は
す
で
に
日
露
戦
争
以
降
も
継
続
し
顕
在
化
し
て
い
た
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
下
の
職
工
生
活
状
態
は
「
時
局
後
各
種
工
業
ハ
一
段
段
盛
ヲ
来
シ
職
工
需
要
激
増
セ
ル
ニ
伴
ヒ
賃
金
昂
騰
シ
タ
リ
ト
難
モ
一
面
物
価
騰

貴
ノ
趨
勢
ハ
賃
金
二
比
シ
一
層
熾
烈
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
為
二
職
工
ノ
生
活
状
態
ハ
必
ス
シ
モ
安
易
ナ
ル
ヲ
得
ス
」
状
態
に
あ
り
、
そ
の
中
の
警
視
庁

報
告
に
よ
つ
て
も
＠
「
収
入
増
加
シ
生
計
二
余
裕
ヲ
生
シ
生
活
ヲ
向
上
セ
リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
者
」
は
四
〇
％
に
と
ど
ま
り
、
他
は
⑥
「
賃
金
増
加
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ス
ル
モ
生
計
費
ト
伴
ハ
ス
生
活
上
困
難
ヲ
感
ス
ル
者
」
五
六
％
、
◎
「
時
局
ノ
為
生
計
非
常
二
困
難
ヲ
感
シ
居
ル
者
」
五
％
で
あ
つ
た
。
機
械
・
器

具
製
造
、
金
属
品
製
造
職
工
に
お
い
て
す
ら
も
⑥
、
⑥
の
者
は
合
せ
て
二
五
～
五
〇
％
台
に
及
ん
で
い
た
。
特
に
有
家
族
職
工
・
専
業
的
職
工
・

都
市
在
住
職
工
・
通
勤
工
に
米
価
や
家
賃
等
の
著
し
い
物
価
騰
貴
に
よ
る
打
撃
が
よ
り
大
ぎ
か
つ
た
。
相
対
的
に
生
活
水
準
を
上
昇
さ
せ
つ
つ
も

こ
う
し
た
生
活
難
が
、
劣
悪
な
労
働
条
件
、
工
場
災
害
、
疾
病
、
失
業
不
安
の
も
と
に
お
け
る
長
時
間
労
働
、
世
帯
員
の
就
労
・
内
職
・
副
業
、

そ
し
て
「
騒
擾
」
や
労
働
争
議
激
化
を
も
た
ら
し
て
い
つ
た
。
ま
た
複
雑
な
流
通
過
程
の
も
と
に
お
け
る
因
習
的
な
「
通
帳
」
に
よ
る
目
々
の
生
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活
品
の
「
通
ひ
買
ひ
」
と
い
う
生
活
仕
組
み
が
悪
循
環
と
し
て
生
活
難
を
導
い
て
い
た
事
実
も
あ
つ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
勢
の
も
と
に
あ
つ
て
、
す
で
に
日
露
戦
後
に
お
い
て
も
工
場
職
工
の
雇
傭
関
係
、
賃
銀
、
生
活
、
気
風
に
お
い
て
「
幾

多
の
動
揺
と
変
化
」
を
み
る
に
至
つ
て
い
た
。
大
工
場
を
中
心
に
「
親
分
的
職
工
」
が
減
少
し
「
工
場
主
対
職
工
」
と
い
う
直
接
的
な
雇
傭
関
係

が
進
み
職
工
制
度
や
賃
銀
支
払
方
法
も
変
化
し
、
新
機
械
の
輸
入
や
技
術
奨
励
の
風
も
大
に
起
り
、
職
工
自
身
に
自
覚
が
ほ
の
見
え
て
、
ま
た
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

学
卒
程
度
の
教
育
あ
る
職
工
も
増
え
書
生
風
と
も
な
り
、
購
買
組
合
や
職
工
共
済
会
の
組
織
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
。
ま
た
、
比
較

的
に
五
、
六
年
以
上
の
経
過
勤
続
の
上
層
の
成
年
職
工
に
つ
い
て
の
職
工
調
査
で
は
あ
る
が
布
川
静
淵
の
「
東
京
職
工
状
態
の
観
察
」
（
大
正
四
年
）

は
、
特
に
通
勤
職
工
、
長
屋
住
宅
等
の
不
良
住
宅
、
工
場
の
職
工
社
会
の
勤
勉
の
風
、
僅
か
な
が
ら
も
貯
金
、
講
掛
が
み
ら
れ
る
こ
と
（
対
象
職
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

の
二
二
．
七
％
、
二
八
．
二
％
）
、
演
劇
及
活
動
写
真
に
み
る
娯
楽
等
に
も
、
向
け
ら
れ
て
い
た
。
部
分
的
で
少
数
者
で
あ
れ
労
働
間
題
に
対
す
る
主

体
的
な
自
覚
が
生
れ
、
工
場
生
活
と
職
工
労
働
者
生
活
が
基
本
的
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
つ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
労
働
団
体
・
労
働
組

　
　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
一
四
五
五
）



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
輔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
（
一
四
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

合
運
動
も
錯
綜
し
な
が
ら
も
漸
く
本
格
的
に
組
織
化
さ
れ
て
い
く
の
も
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。

　
企
業
経
営
の
側
も
、
大
企
業
を
中
心
に
熟
練
職
工
・
熟
練
労
働
力
の
確
保
・
定
着
・
温
存
、
著
し
い
労
働
移
動
、
労
働
運
動
か
ら
の
隔
離
、
技

術
水
準
上
昇
等
の
必
要
か
ら
、
労
務
管
理
と
し
て
の
「
居
付
良
化
」
の
経
営
家
族
主
義
的
な
諸
方
策
、
年
功
的
勤
続
奨
励
法
の
拡
充
、
職
工
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

及
び
雇
傭
方
法
（
直
傭
制
）
、
職
制
の
改
革
、
子
飼
い
の
養
成
工
制
度
、
企
業
内
住
居
施
設
住
宅
策
、
共
済
制
度
、
余
暇
・
娯
楽
善
導
策
等
が
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27
）

ら
れ
て
、
工
場
主
側
か
ら
の
『
職
工
優
遇
論
』
や
対
策
も
次
第
に
組
織
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
国
家
行
政
と
地
方
行
政
に
よ
つ
て
労
働
・
社
会
問
題
に
対
処
す
る
上
で
一
九
〇
〇
年
産
業
組
合
法
発
布
、
同
年
治
安
警
察
法
公
布
、
一
九
一
一

年
工
場
法
公
布
（
一
九
一
六
年
九
月
一
目
施
行
）
、
同
年
十
一
月
東
京
市
職
業
紹
介
所
開
設
、
一
九
一
七
年
内
務
省
地
方
局
に
救
護
課
新
設
、
一
九
一

九
年
結
核
予
防
法
・
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
法
公
布
、
同
年
都
市
計
画
法
・
市
街
地
建
築
物
法
公
布
、
一
九
二
〇
年
八
月
内
務
省
に
社
会
局
、
農
商
務

省
工
務
局
に
労
働
課
を
設
置
、
一
九
一
二
年
借
地
借
家
法
、
住
宅
組
合
法
、
職
業
紹
介
所
法
の
公
布
、
一
九
二
二
年
健
康
保
険
法
公
布
（
一
九
二
七

年
全
面
施
行
）
、
一
九
二
三
年
工
場
法
改
正
（
一
五
才
未
満
適
用
を
一
六
才
未
満
に
引
上
げ
、
雇
用
者
の
責
任
を
加
重
）
、
一
九
二
五
年
大
都
市
に
お
け
る

失
業
救
済
事
業
の
実
施
等
々
を
制
定
施
行
し
て
い
つ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
重
化
学
工
業
化
と
独
占
的
資
本
主
義
と
い
う
新
た
な
段
階
に
お
け
る
大
都
市
産
業
労
働
者
層
の
累
積
形
成
と
、
そ
こ
に
お
け
る

労
働
・
社
会
間
題
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
月
島
調
査
を
促
す
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
③
都
市
生
活
問
題

　
急
速
な
工
業
化
・
重
化
学
工
業
化
、
劣
悪
な
労
働
条
件
、
独
占
的
資
本
主
義
段
階
、
工
業
労
働
者
を
中
心
に
し
た
雇
用
労
働
人
口
の
増
勢
、
在

来
的
・
零
細
的
非
農
林
人
口
の
膨
脹
、
労
働
移
動
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
累
積
、
生
活
様
式
の
変
化
等
が
都
市
機
能
や
都
市
空
間
を
も
変
化
．

再
編
し
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
の
都
市
生
活
上
の
諸
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
つ
た
。
「
長
屋
」
住
い
、
ス
ラ
ム
街
な
ど
の
劣
悪
な
居
住
条
件
、
住

宅
難
、
地
価
と
家
賃
の
上
昇
、
工
場
公
害
（
煤
煙
・
騒
音
・
振
動
・
水
質
汚
濁
な
ど
）
に
よ
る
居
住
環
境
の
悪
化
、
通
勤
（
寄
宿
と
通
勤
）
、
余
暇
・
娯



表4　明治以降最近までの人口集中率（全国人ロに対する％）

1東京都　1大阪府　1愛知県　1兵庫県　1神奈川県1京都府　1合　　計

1900（明治33） 4．6 3．5 3．6 3．8 2．0 2．2 19．7

1905（　38） 5．1 3．8 3．6 3．8 2．2 2．2 20．7

1910（　43） 5．8 3．9 3．7 3．9 2．3 2．3 22．1

1915（大正4） 5．3 3．9 3．8 3．9 2．2 2．4 21．8

1920（　　9） 6．7 4．2 3．8 4．2 2．4 2．3 24．1

1925（　14） 7．6 4．1 3．9 4．1 2．4 2．4 25．6

1930（昭和5） 8．5 4．1 4．0 4．1 2．5 2．4 27．0

1935（　10） 9．3 4．3 4．2 4．3 2．7 2．5 29．3

1940（　15） 10．1 4．4 4．4 4．4 3．0 2．4 30．9’

1945（　20） 4．8 3．9 4．0 3．9 2．6 2．2 21．4

1950（　25） 7．5 4．0 4．1 4．0 3．0 2．2 25．4

1955（　30） 9．0 5．2 4．2 4．1 3．3 2．2 28．0

1960（　35） 10．4 5．9 4．5 4．2 3．7 2．1 30．8

「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）

出所：厚生省研究所人口民族部r人口統計総覧」昭和18年9月。

　　　総理府統計局「日本の人口」昭和35年12月。

引用：東京市政調査会首都研究所r人ロー東京の人口に関する研究一』昭和40年刊，p。359。

楽
問
題
、
疾
病
と
貧
困
問
題
、
埋
立
地
造
成
、
社
会
事
業
や
都
市
計
画
、
都
市
行
政

上
の
間
題
な
ど
で
あ
る
。

　
都
市
居
住
人
口
の
増
加
は
、
表
4
の
よ
う
に
特
に
六
大
都
市
府
県
に
お
い
て
顕
著

で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
の
時
点
で
全
国
人
口
の
約
四
分
の
一
が
こ
れ
ら
六
大
都
市
府

県
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
・
こ
う
し
た
都
市
化
・
都
市
へ
の
人
口
集
中
・
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
大
都
市
居
住
人
口
の
増
勢
は
、
大
正
中
期
以
降
特
に
著
し
い
も
の
が
あ
つ
た
。
東

京
市
で
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
は
す
で
に
現
住
人
口
一
六
二
万
六
一
〇
三

人
、
う
ち
男
八
七
万
三
一
〇
一
人
、
女
七
五
万
三
〇
〇
二
人
で
あ
り
（
明
治
四
一
年
施

行
・
東
京
市
勢
調
査
）
、
そ
の
中
で
は
人
口
計
で
全
体
の
四
八
・
七
七
％
、
男
四
四
・

九
七
％
、
女
五
三
二
七
％
が
東
京
府
出
生
人
口
で
あ
り
（
東
京
市
に
限
定
す
る
と
、

計
四
三
・
七
八
％
、
男
四
〇
・
二
七
％
、
女
四
七
・
八
四
％
）
、
他
の
人
口
計
五
一
％
余
、

男
約
五
五
％
、
女
約
四
六
％
が
他
府
県
出
身
（
特
に
、
関
東
、
甲
信
越
、
東
海
、
北
陸
、

東
北
地
方
）
で
あ
つ
た
。
す
で
に
流
入
人
口
が
大
半
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
を
有
業
者
の
出
生
別
人
口
で
み
る
と
、
こ
の
傾
向
は
一
層
著
し
い
も
の
と
な
る
。

有
業
計
の
う
ち
約
六
四
％
、
独
立
者
・
役
員
の
約
六
〇
％
、
労
役
者
男
の
約
七
〇
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

労
役
者
女
の
約
六
〇
％
が
東
京
府
以
外
の
他
府
県
地
方
出
身
者
で
あ
つ
た
。
更
に
一

九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
は
（
旧
市
域
人
口
一
三
四
万
七
三
六
人
、
新
市
域
三
六
二
万
八

二
九
九
人
、
合
計
五
八
七
万
五
六
六
七
人
）
・
他
府
県
出
身
者
の
割
合
は
約
五
二
％
余
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
一
四
五
七
）



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
一
四
五
八
）

男
の
五
三
％
、
女
の
五
〇
％
と
な
り
、
こ
の
問
の
急
激
な
人
口
増
と
市
域
の
拡
大
、
顕
著
な
人
口
流
入
傾
向
の
継
続
と
既
来
住
者
の
世
代
的
再
生

産
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
大
都
市
工
場
職
工
の
来
住
に
関
す
る
一
九
二
〇
年
七
月
の
大
阪
市
社
会
部
に
よ
る
市
内
職
工
七
五
六
名
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

る
職
工
に
な
つ
て
い
く
背
景
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
職
工
の
本
籍
地
を
み
る
に
郡
部
六
一
四
人
、
市
部
一
四
二
人
、
家
業
は
農
業
四
二

％
、
工
業
二
〇
％
、
商
業
一
五
％
等
の
順
で
あ
り
、
そ
の
都
市
来
住
原
因
は
、
主
に
経
済
的
原
因
（
生
活
、
蓄
財
、
破
産
、
家
計
補
助
、
求
職
、
技
術

修
養
、
企
業
機
会
の
獲
得
等
）
に
よ
る
も
の
二
五
二
人
が
最
も
多
く
、
社
会
的
原
因
（
勉
学
、
立
身
出
世
、
都
市
の
憧
憬
、
出
勤
の
都
合
等
）
二
〇
〇
人
、

家
庭
的
原
因
（
家
事
上
及
び
婚
姻
上
、
家
庭
の
不
和
等
）
六
〇
人
で
あ
つ
た
。
来
住
過
程
で
は
本
籍
地
よ
り
直
ぐ
来
住
L
て
き
た
も
の
は
八
○
・
八

二
％
で
、
他
は
一
回
以
上
転
住
し
て
か
ら
市
内
に
来
住
し
て
き
た
も
の
で
あ
つ
た
。
市
内
に
来
て
初
め
て
落
付
く
先
は
知
己
一
九
・
〇
六
％
、
親

族
一
〇
・
四
五
％
、
宿
屋
九
・
六
六
％
、
社
宅
又
は
寄
宿
舎
九
・
六
六
％
、
一
家
来
住
八
・
九
％
、
父
母
夫
妻
又
は
兄
弟
の
宅
六
・
O
八
％
等
の

順
で
あ
り
、
来
住
後
調
査
時
就
職
す
る
に
至
る
ま
で
、
転
職
し
て
い
な
い
も
の
三
二
・
三
三
％
で
約
三
分
の
二
が
転
職
し
て
い
た
。
調
査
当
時
就

職
し
て
い
た
も
の
の
前
職
は
職
工
六
六
％
余
、
そ
の
在
職
期
間
は
三
ヵ
年
未
満
五
七
・
四
九
％
、
三
ヵ
年
三
一
・
一
七
％
で
あ
つ
た
。
市
内
在
住

期
間
は
一
年
未
満
三
四
％
、
一
～
三
ヵ
年
一
五
・
六
九
％
、
三
～
五
ヶ
年
一
〇
・
四
五
％
等
で
あ
つ
て
、
大
正
前
半
期
に
お
け
る
極
め
て
流
動
的

な
都
市
来
住
、
特
に
熟
練
・
不
熟
練
労
働
者
の
労
働
移
動
、
膨
脹
す
る
都
市
の
特
色
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
し
た
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
の
動
き
に
と
も
な
う
居
住
環
境
の
悪
化
、
住
宅
難
に
つ
い
て
は
、
「
昔
九
尺
二

間
の
棟
割
長
屋
と
言
へ
ば
殆
ん
ど
都
会
に
於
け
る
細
民
居
住
難
の
非
境
を
形
容
し
端
く
し
て
遺
憾
な
き
が
如
く
な
り
し
も
、
今
日
に
於
て
は
九
尺

二
間
に
安
住
し
得
る
も
の
ば
寧
ろ
下
級
労
働
者
中
の
水
平
線
以
上
の
者
に
属
し
、
最
多
数
の
者
は
即
ち
こ
の
狭
き
棟
割
長
屋
に
も
住
む
能
は
ず
し

て
、
一
家
数
口
を
挙
げ
て
僅
か
二
三
畳
に
も
足
ら
ざ
る
の
一
室
を
賃
借
り
す
る
の
巳
む
能
は
ざ
る
非
境
に
在
り
、
独
身
労
働
者
の
最
大
部
分
が
不

潔
澗
濁
な
る
寄
宿
舎
又
は
木
賃
宿
の
共
同
生
活
を
な
し
つ
つ
あ
る
は
言
ふ
を
侯
た
ず
、
妻
子
を
伴
ふ
て
新
た
に
都
会
に
移
住
し
来
り
た
る
労
働
者



に
し
て
木
賃
宿
満
員
の
為
め
に
公
園
ベ
ン
チ
に
露
宿
を
蝕
義
な
く
せ
し
め
ら
る
る
も
の
少
か
ら
ず
と
云
ふ
に
至
つ
て
は
山
豆
に
ま
た
悲
惨
の
極
に
非

（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

ず
や
」
と
い
わ
れ
、
「
都
会
の
職
工
は
、
職
業
を
得
る
事
は
左
迄
困
難
で
は
無
い
が
、
住
居
を
得
る
事
は
甚
し
く
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
状
況
を

現
出
さ
せ
た
。
職
工
保
護
・
勤
続
・
精
勤
の
必
要
、
衛
生
上
風
紀
上
の
対
策
か
ら
、
行
政
・
企
業
側
も
都
市
住
宅
改
良
策
、
「
職
工
定
住
」
策
、
特

に
大
企
業
に
み
る
寄
宿
舎
改
善
・
社
宅
・
「
依
託
賃
家
」
・
住
宅
手
当
等
の
住
居
政
策
を
図
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
て
い
く
が
、
下
級
俸
給
生
活

者
や
、
一
般
の
労
働
者
、
下
層
労
働
者
に
と
つ
て
は
住
環
境
の
悪
化
、
住
宅
難
は
改
善
さ
れ
な
か
つ
た
。

　
当
時
の
新
聞
に
「
ひ
ど
い
住
宅
難
か
ら
盛
ん
に
借
家
の
権
利
売
買
、
家
賃
二
三
箇
月
分
を
只
払
ひ
し
て
契
約
、
不
景
気
の
ド
ン
底
に
で
も
な
ら

ね
ば
住
宅
問
題
の
解
決
は
つ
く
ま
い
」
の
見
出
し
で
民
間
、
府
住
宅
協
会
、
市
営
住
宅
（
敷
地
と
し
て
月
島
、
右
京
ヶ
原
）
等
の
建
築
進
捗
状
況
が

報
道
さ
れ
て
い
る
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
九
年
三
月
一
四
日
付
）
。
こ
れ
よ
り
先
に
「
救
済
事
業
調
査
会
」
（
大
正
七
年
六
月
設
立
、
高
野
岩
三
郎
も
そ

の
委
員
の
一
人
に
任
命
）
に
よ
つ
て
、
「
小
住
宅
改
良
要
綱
」
「
小
売
市
場
設
置
要
綱
」
決
定
が
大
正
七
年
十
一
月
七
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で

報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
住
宅
建
築
は
な
か
な
か
進
捗
せ
ず
、
特
に
東
京
市
に
於
い
て
は
「
欧
州
大
戦
中
商
工
業
ノ
活
躍
二
基
ク
人
口
集

中
ノ
旺
勢
、
建
築
費
ノ
膨
脹
二
因
ル
住
宅
企
業
収
益
率
ノ
減
退
及
投
資
ノ
転
換
二
基
因
ス
ル
住
宅
企
業
ノ
衰
勢
、
住
宅
難
ノ
声
喧
シ
キ
ニ
依
リ
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

好
ノ
条
件
ヲ
具
備
ス
ル
貸
家
ノ
影
ヲ
潜
メ
タ
ル
コ
ト
、
中
産
階
級
以
下
ノ
収
入
増
加
二
伴
フ
生
活
標
準
ノ
向
上
二
因
ル
住
宅
二
対
ス
ル
増
大
等
」

の
諸
原
因
に
ょ
つ
て
、
明
治
四
二
年
当
時
の
住
民
水
準
を
基
準
に
し
た
場
合
「
大
正
九
年
末
二
於
ケ
ル
東
京
市
ノ
住
宅
不
足
数
ハ
大
凡
、
四
〇
、

五
三
二
至
乃
八
○
、
〇
三
九
棟
二
達
ス
ル
モ
ノ
ト
推
定
シ
得
ヘ
シ
」
。
そ
し
て
す
で
に
こ
の
時
点
で
「
本
市
ノ
住
宅
抱
容
能
力
ハ
将
来
四
七
、
三

四
二
棟
ノ
増
築
余
地
ヲ
存
ス
ル
ニ
過
キ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
右
以
上
ノ
住
宅
ノ
増
加
ハ
之
ヲ
市
外
二
求
ム
ル
ノ
止
ム
ナ
キ
情
勢
ニ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト

（
3
4
）ス
」
と
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
工
場
公
害
・
産
業
公
害
も
重
化
学
工
業
化
の
急
速
に
進
展
す
る
過
程
で
増
加
噴
出
し
激
化
し
、
都
市
住
民
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
。
石
炭

消
費
量
の
激
増
と
と
も
に
煤
煙
・
降
灰
・
塵
垢
等
の
大
気
汚
染
、
セ
メ
ン
ト
工
場
か
ら
降
灰
問
題
、
悪
臭
、
震
動
、
騒
音
、
工
場
廃
液
に
よ
る
水

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
（
一
四
五
九
）



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
一
四
六
〇
）

質
汚
濁
、
漁
業
被
害
等
に
み
る
工
場
街
、
労
働
者
街
、
市
街
地
、
水
域
等
と
広
範
域
に
わ
た
る
産
業
公
害
が
発
生
し
て
、
悪
化
す
る
生
活
環
境
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35
）

中
で
こ
れ
ら
に
対
す
る
「
地
域
住
民
運
動
」
と
し
て
反
対
運
動
、
工
場
移
転
運
動
も
二
過
性
」
的
な
が
ら
も
展
開
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
た
。

　
大
都
市
圏
に
お
け
る
重
化
学
工
業
化
の
進
展
に
ょ
る
産
業
構
造
の
変
化
、
独
占
的
資
本
主
義
経
済
化
、
都
市
雑
業
、
下
層
社
会
の
分
化
、
流
入

人
口
に
よ
る
都
市
人
口
の
膨
脹
、
都
市
労
働
者
層
の
増
加
、
都
市
住
民
の
流
動
化
等
は
、
旧
来
の
「
中
産
的
営
業
層
」
を
分
解
さ
せ
る
こ
と
に
ょ

つ
て
地
域
社
会
・
地
域
生
活
に
お
け
る
町
内
組
織
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
つ
た
。
人
々
の
新
た
な
生
活
態
度
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
萌
芽
も
み
ら

れ
、
地
域
連
帯
を
弛
緩
さ
せ
、
新
開
地
、
新
た
な
工
場
街
、
労
働
者
街
、
市
街
地
を
に
わ
か
に
つ
く
り
だ
し
、
新
し
い
都
市
地
域
生
活
形
成
の
契

機
を
内
包
さ
せ
た
。
し
か
し
、
多
分
に
中
産
層
・
旧
中
間
層
を
軸
と
し
た
伝
統
的
支
配
関
係
を
持
続
再
編
し
つ
つ
も
中
央
国
家
行
政
に
急
速
に
組

み
込
ま
れ
て
機
構
化
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
強
か
つ
た
。
都
市
労
働
者
、
新
中
間
層
と
地
域
社
会
・
地
域
生
活
と
の
か
か
わ
り
を
歴
史
的
に
再
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
人
口
の
大
都
市
集
中
、
諸
活
動
に
よ
る
都
市
地
域
の
膨
脹
、
居
住
環
境
の
悪
化
、
産
業
公
害
、
地
域
分
化
は
都
市
計
画
や
都
市
経
営
を
緊
急
の

課
題
と
し
て
い
た
。
東
京
市
に
お
い
て
も
す
で
に
明
治
一
〇
年
代
よ
り
市
区
改
正
案
、
明
治
二
〇
年
代
以
降
の
市
区
改
正
事
業
に
よ
つ
て
都
市
計

画
事
業
を
進
め
て
ぎ
て
い
た
が
、
本
格
的
に
都
市
計
画
事
業
が
方
向
づ
け
ら
れ
具
体
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く
の
は
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
も
言
及
し

た
諸
問
題
に
つ
い
て
対
処
を
迫
ら
れ
て
く
る
第
一
次
大
戦
期
以
降
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
一
九
二
〇
年
一
月
一
日
施
行
の
都
市
計
画
法
と
同
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

二
月
一
日
施
行
の
市
街
地
建
築
物
法
に
ょ
つ
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
つ
て
東
京
市
及
近
郊
三
十
六
町
村
の
地
域
が
計
画
区
域
と
さ
れ
、
一
九
二
五

（
大
正
一
四
）
年
二
月
よ
り
「
住
居
区
地
域
」
（
全
対
象
区
域
の
四
四
・
六
％
）
、
「
商
業
地
域
」
（
一
四
．
七
％
）
、
「
工
業
地
域
」
（
三
七
．
二
％
）
、
「
未
指

定
地
域
」
（
三
・
五
％
）
が
指
定
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
月
島
調
査
の
対
象
と
な
つ
た
「
月
島
地
区
」
は
、
「
工
業
地
域
」
と
「
商
業
地
域
」

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
間
に
あ
つ
て
「
未
指
定
地
域
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
高
野
岩
三
郎
が
「
大
工
場
が
少
な
く
な
く
、
従
て
又
熟
練
職
工
家
族
の
住
居
者
が

多
ど
工
場
街
・
労
働
者
街
と
し
て
位
置
づ
け
た
月
島
地
区
の
そ
の
後
の
発
展
を
大
き
く
制
組
づ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
「
工
業
地
域
」
内
で
な
け



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
ぽ
、
　
「
常
時
百
人
以
上
ノ
職
工
ヲ
使
用
ス
ル
工
場
又
ハ
常
時
使
用
ス
ル
原
動
機
馬
力
数
ノ
合
計
三
十
ヲ
超
過
ス
ル
工
場
」
唱
を
新
た
に
新
築
．
増

築
・
改
築
を
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
（
市
街
地
建
築
物
法
施
行
令
第
三
条
）
、
「
未
指
定
地
域
」
は
方
向
の
定
ま
り
が
た
い
未
指
定
の
軽
工
業
地
域
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
「
月
島
」
は
「
土
地
の
現
状
巳
に
大
小
工
場
存
在
し
て
居
る
も
、
常
風
の
方
向
は
背
後
の
商
業
地
、
住
宅
地
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

る
不
断
の
脅
威
で
あ
る
許
軌
で
な
く
、
築
港
計
画
未
定
の
為
将
来
の
予
測
が
つ
き
兼
ね
る
為
に
是
亦
未
指
定
と
さ
れ
た
」
の
で
あ
つ
た
。
国
家
権

力
、
都
市
行
政
が
近
代
社
会
に
お
け
る
産
業
・
企
業
の
発
達
や
都
市
地
域
生
活
そ
の
も
の
に
直
接
的
に
大
き
く
介
在
し
て
く
る
過
程
が
こ
こ
に
も

み
ら
れ
る
。

　
他
方
、
都
市
に
お
け
る
「
多
数
の
民
衆
即
ち
多
数
無
産
者
階
級
の
発
生
」
、
機
械
制
労
働
に
ょ
る
単
調
．
極
度
の
緊
張
．
強
度
の
刺
激
に
対
す

図2東京市に於ける各種興行入場人員累年図表
25，000，000

24噛000．000

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

0

／＼
ノー＼ 隔
／
戸

’

・・へ噛

ハ
o
　
　
　

■

ノ＼慶 ／ 、 7 ￥
■

一

〆 ／ ￥

鋤 ＼’ ～。噛

む’ 、’
ノF o

ノr
ノ
、嫡、

劃
碑σ

一
！

ノ ●

’
● ／

’

9’ 、
亀’

一
のみ、

’　　　　　　　　　　、

、ヲ
謬／

勒q陶》 己ン5’。　‘ノ
’一’・

、．，

一一■

軸一一一

オ
、♪喝

灘
ノ
〆1

階●，●

』．ロ｝〇一

〆
．！

、
一巴9堤　　　■　　’　　’一卿ロ隔

一騎属

ヨ月　23・000・000

島22，000，000

調
査21・000・000

　　　　　20。000．000

再
考19・000・000

察18，000，000

（＿　　　 17，000，000

）　　　　　16，000，000

15，000，000

14，000，000

13，000，000

12，000，000

11，000ρ00

10，000，000

　9，000，000

8，000，000

　7，000，000

6，000，000

5，000，GOO

4，000，000

3，000，000

2，000，000

1，000，000

　　　　　36　37　38　39　40　41　　42　43　44　　1　　2　　3　　4　　5　　　6　　7

　　　　　（明治）　　・　　　　　　　　　　（大正）

引用：権田保之助「民衆娯楽問題』（『権田保之助著作集第1巻』文和書房，19頁）

る
慰
安
と
し
て
の
強
烈
な
る
刺
激
と
な
る
「
其
の
新

し
き
形
式
及
び
内
容
を
有
す
る
娯
楽
の
要
求
」
、
「
こ

の
要
求
に
応
ず
べ
き
資
本
の
集
積
」
　
「
娯
楽
の
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
38
）

化
」
と
い
う
基
本
的
条
件
、
相
対
し
て
労
働
時
間
の

短
縮
化
・
定
休
日
設
置
・
輪
転
機
・
通
信
機
・
写

真
・
映
画
・
録
音
技
術
、
鉄
道
な
ど
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
グ
ー
シ
ョ
ン
手
段
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
移
入
、
大

衆
・
「
民
衆
」
の
生
活
意
欲
と
購
買
力
の
相
対
的
上
昇

等
が
都
市
生
活
に
「
民
衆
娯
楽
」
、
「
文
化
産
業
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

も
た
ら
し
・
求
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
権
田
保

之
助
の
い
う
よ
う
に
「
生
産
万
能
」
「
物
財
の
生
産
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
一
四
六
一
）



　
　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
一
四
六
二
）

よ
り
「
生
活
享
楽
」
へ
と
い
う
大
き
な
推
移
が
、
い
ま
だ
表
層
的
で
不
徹
底
な
も
の
で
あ
つ
た
に
せ
よ
、
「
民
衆
化
」
運
動
の
一
つ
の
発
現
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
）

と
し
て
展
開
し
始
め
て
い
た
と
い
つ
て
よ
い
。
民
衆
娯
楽
に
も
多
く
の
種
類
が
あ
る
が
、
寄
席
、
・
劇
場
、
活
動
写
真
が
こ
の
当
時
の
三
大
民
衆
娯

楽
で
あ
つ
た
。
東
京
市
内
に
お
け
る
こ
の
三
大
娯
楽
の
興
行
場
累
年
入
場
人
員
は
一
九
〇
八
年
に
約
二
二
四
〇
万
人
で
あ
つ
た
が
、
一
九
一
二

（
大
正
元
）
年
頃
よ
り
急
速
に
伸
び
、
一
九
一
八
年
に
は
約
二
〇
八
五
万
人
と
も
な
つ
て
お
り
、
特
に
活
動
写
真
等
の
伸
び
が
著
し
か
つ
た
（
図

2
）
。
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
の
東
京
市
内
に
於
け
る
活
動
写
真
館
数
は
計
六
九
で
、
浅
草
（
一
二
）
、
本
所
（
五
）
、
深
川
（
五
）
、
京
橋
（
五
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

集
中
し
て
多
く
、
学
生
の
居
住
す
る
神
田
（
四
）
、
本
郷
（
四
）
、
牛
込
（
五
）
に
も
多
か
つ
た
。

　
以
上
「
月
島
調
査
」
の
背
景
と
し
て
①
保
健
衛
生
上
の
問
題
、
②
労
働
間
題
、
③
都
市
生
活
問
題
の
三
つ
を
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
の
時
期
は
、

い
わ
ば
従
来
の
「
労
働
問
題
」
と
社
会
関
係
の
枠
を
余
り
に
急
速
に
超
え
て
、
広
く
労
働
者
生
活
、
地
域
生
活
、
社
会
関
係
、
法
制
の
あ
り
方
を

新
た
に
問
い
始
め
て
い
く
試
み
が
胎
動
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
極
め
て
複
合
的
で
重
層
的
な
労
働
・
社
会
問
題
、
「
労
働
者
生
活
問
題
」
に
直
面
し
て

い
た
と
い
え
る
。

（
1
）
　
『
月
島
調
査
』
（
復
刻
）
（
生
活
古
典
叢
書
第
六
巻
）
、
光
生
館
、
一
九
七
〇
年
、
四
七
頁
。
尚
、
こ
の
生
活
古
典
叢
書
に
復
刻
さ
れ
た
『
月
島
調
査
』
は
、
も
と
も
と
の
『
東

　
京
市
京
橋
区
月
島
に
於
け
る
実
地
調
査
報
告
』
の
州
第
一
冊
報
告
本
文
」
の
み
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
同
書
、
五
六
頁
。

（
3
）
　
石
原
修
「
衛
生
学
上
ヨ
リ
見
タ
ル
女
工
之
現
状
」
（
大
正
二
年
）
（
『
生
活
古
典
叢
書
・
女
工
と
結
核
』
所
収
、
光
生
館
）
。
ま
た
同
論
文
附
録
「
女
工
と
結
核
」
の
中
で
「
工

　
業
の
為
に
犠
牲
に
な
つ
た
所
の
女
工
の
数
は
奉
天
戦
争
の
死
者
或
は
傷
者
乏
相
当
す
る
も
の
で
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
謂
は
ゆ
る
矛
を
執
つ
て
敵
に
向
つ
て
戦
を
し
て
死
ん
だ
者
は

　
敬
寛
を
以
て
迎
え
ら
れ
、
国
家
か
ら
何
か
と
色
々
の
恩
典
に
報
い
ら
れ
国
民
よ
り
名
誉
の
戦
死
者
と
さ
れ
又
負
傷
者
と
な
つ
た
も
の
は
充
分
の
手
当
を
受
け
名
誉
の
負
傷
者
と
し
て

　
報
い
ら
れ
迎
へ
ら
れ
ま
す
、
そ
れ
に
か
か
わ
ら
ず
平
和
の
戦
争
の
為
に
戦
死
し
た
も
の
は
国
民
は
何
を
以
て
之
を
迎
い
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
か
、
国
家
は
何
を
以
て
之
に
報
い
て
居

　
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
私
に
は
分
り
ま
せ
ぬ
、
涙
深
か
い
こ
と
を
申
す
や
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
女
工
の
運
命
は
実
に
悲
惨
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
矢
張
り
彼
等
女
工
と
錐
も
我
々
の

　
大
事
な
同
胞
の
一
つ
で
あ
ら
う
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
生
活
古
典
叢
書
・
女
工
と
結
核
』
一
九
六
頁
。

（
4
）
高
野
『
本
邦
人
口
の
現
在
及
び
将
来
』
同
人
社
書
店
、
一
九
二
五
年
（
一
九
一
六
年
に
第
一
版
）
、
一
四
二
－
一
四
三
頁
。

（
5
）
　
大
島
清
著
『
高
野
岩
三
郎
伝
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
。



（
6
）
　
前
掲
『
月
島
調
査
』
　
（
復
刻
）
解
説
論
文
。

（
7
）
財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
編
『
公
衆
衛
生
の
発
達
』
一
九
六
七
年
、
六
七
〇
頁
。
高
野
『
本
邦
人
口
の
現
在
及
び
将
来
』
（
前
出
）
一
頁
。

（
8
）
　
『
国
民
衛
生
の
動
向
』
（
厚
生
の
指
標
）
第
二
三
巻
九
号
、
昭
和
五
一
年
。

（
9
）
　
前
出
『
公
衆
衛
生
の
発
達
』
六
六
五
頁
。
ま
た
、
保
健
衛
生
調
査
会
設
置
に
至
る
内
務
省
衛
生
局
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
は
二
階
堂
保
則
「
農
村
の
保
健
衛
生
実
地
調
査
に
就

　
て
e
⇔
㊧
」
（
『
統
計
集
誌
』
大
正
十
年
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
）
に
も
触
れ
て
あ
る
。

（
1
0
）
石
塚
裕
道
『
東
京
の
社
会
経
済
史
』
一
九
七
七
年
、
一
六
九
－
一
七
六
頁
。
猪
間
験
一
「
六
大
都
市
に
於
け
る
年
令
別
肺
結
核
死
亡
率
の
推
移
』
全
国
都
市
問
題
会
議
『
都
市

　
の
保
健
施
設
（
下
）
』
昭
和
十
一
年
・
所
収
、
横
手
千
代
之
助
「
工
場
内
の
空
気
と
職
工
の
健
康
」
『
工
場
法
と
労
働
問
題
』
（
社
会
政
策
学
会
論
叢
第
一
冊
）
明
治
四
一
年
ゆ

（
1
1
）
　
石
塚
・
前
出
、
一
七
二
－
一
七
三
頁
。

（
1
2
）
　
同
書
、
一
七
六
頁
。

（
1
3
）
高
野
『
本
邦
人
口
の
現
状
及
び
将
来
』
二
頁
。
こ
れ
は
大
正
五
年
七
月
八
日
の
保
健
衛
生
調
査
会
初
会
議
で
の
一
木
喜
徳
郎
内
相
の
開
会
挨
拶
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
前
出
『
公
衆
衛
生
の
発
達
』
六
七
一
頁
。
な
お
、
『
衛
生
局
年
報
（
大
正
八
年
）
』
に
よ
る
と
、
大
正
八
年
一
月
一
日
現
在
で
の
調
査
会
委
員
は
次
の
よ
う
な
人
達
で
あ
つ
た
。
会

　
長
小
橋
一
太
（
内
務
次
官
）
、
幹
事
湯
沢
三
千
男
（
衛
生
事
務
官
）
、
委
員
二
階
堂
保
則
（
内
閣
統
計
官
）
、
添
田
敬
一
郎
（
内
務
省
地
方
局
長
）
、
杉
山
四
郎
（
内
務
省
衛
生
局
長
）
、

　
野
田
忠
広
（
内
務
技
師
）
、
西
崎
弘
太
郎
（
同
上
）
、
内
野
仙
一
（
同
上
）
、
斎
藤
守
圏
（
内
務
省
参
事
）
、
山
田
弘
倫
（
陸
軍
軍
医
官
）
、
栗
本
庸
勝
（
警
視
庁
衛
生
部
）
、
石
黒
忠

恵
、
高
本
兼
寛
、
森
林
太
郎
、
柳
沢
保
恵
、
三
宅
秀
、
宮
入
慶
之
助
、
稲
葉
良
太
郎
、
宮
本
叔
、
北
島
多
一
、
山
根
正
次
、
高
野
岩
三
郎
、
横
手
千
代
之
助
、
林
春
雄
、
矢
作
栄

　
蔵
、
盤
瀬
雄
一
、
永
井
潜
、
三
宅
鉱
一
、
光
田
健
輔
、
富
士
川
遊
、
伊
丹
繁
、
佐
伯
矩
、
唐
沢
光
徳
、
瀬
川
昌
也
、
北
　
豊
吉
、
石
津
利
作
と
あ
る
。
同
書
二
六
－
二
八
頁
。
そ
し

　
て
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
目
本
社
会
衛
生
年
鑑
』
（
大
正
九
年
六
月
刊
）
に
よ
る
と
第
七
部
（
都
市
及
農
村
衛
生
状
態
）
の
委
員
は
次
の
通
り
で
あ
つ
た
。
主
査
委
員
・
添
田
敬
一

郎
、
委
員
・
永
井
潜
、
高
野
岩
三
郎
、
宮
本
叔
、
内
野
仙
一
、
北
島
多
一
、
三
宅
秀
、
宮
入
慶
之
助
、
横
手
千
代
之
助
、
宮
島
幹
之
助
、
栗
本
庸
勝
、
矢
作
栄
蔵
。
工
」
頁
。

（
1
5
）
内
務
省
衛
生
局
編
『
農
村
保
健
衛
生
実
地
調
査
成
績
』
、
昭
和
四
年
。
（
宮
入
慶
之
助
の
「
山
梨
県
調
査
』
に
関
し
て
は
、
す
で
に
二
階
堂
保
則
（
大
正
十
年
・
前
出
論
文
）
、
関

　
谷
耕
一
（
昭
和
四
五
年
・
前
出
論
文
）
、
中
鉢
正
美
（
昭
和
五
三
年
・
前
出
論
文
）
が
あ
る
。
）
尚
、
宮
入
慶
之
助
に
よ
る
『
山
梨
県
に
於
け
る
農
村
保
健
衛
生
調
査
報
告
』
（
内
務
省

　
衛
生
局
、
大
正
七
年
六
月
）
（
大
正
五
年
七
月
よ
り
大
正
七
年
三
月
迄
に
調
査
実
施
）
の
実
在
に
つ
い
て
は
、
こ
の
『
報
告
書
』
を
手
に
入
れ
た
中
川
清
君
（
新
渇
大
学
）
の
ご
教

　
示
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
な
内
容
は
同
君
の
「
内
務
省
衛
生
局
・
山
梨
県
に
於
け
る
農
村
保
健
衛
生
調
査
報
告
」
　
『
新
潟
大
学
商
学
論
集
』
第
一
四
号
、
一
九
八
一
年
三

　
月
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
6
）
　
『
日
本
労
働
運
動
史
料
』
第
一
〇
巻
、
一
九
五
九
年
、
二
六
ー
二
七
頁
。

（
1
7
）
相
原
茂
、
鮫
島
竜
行
編
『
統
計
日
本
経
済
』
一
九
七
一
年
、
七
〇
i
七
一
頁
。

（
1
8
）
石
塚
裕
道
『
東
京
の
社
会
経
済
史
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
一
三
！
二
三
二
頁
。
中
川
清
「
戦
前
に
お
け
る
都
市
下
層
の
展
開
ー
東
京
市
の
場
合
ー
（
下
）
」
　
『
三

　
田
学
会
雑
誌
』
一
九
七
八
年
八
月
。

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
一
四
六
三
）



（
19
）

（
2
0
）

（
飢
）

（
22
）

（
2
3
）

（
24
）

（
2
5
）

（
26
）

（
2
7
）

（
2
8
）

「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
一
）

人
口
は
一
九
・
五
％
で
あ
り
、

三
五
年
に
は
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
五
・
三
％
、

（
29
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
鎗
）

（
3
3
）

（
3
4
）

（
3
5
）

（
36
）東
京
綜
覧
』

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
姐
）

二
六
　
　
（
一
四
六
四
）

中
村
隆
英
『
戦
前
期
日
本
経
済
成
長
の
分
析
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
六
年
、
一
四
ー
二
六
頁
。

高
野
岩
三
郎
「
本
邦
に
於
け
る
社
会
経
済
組
織
の
推
移
」
　
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
一
九
二
六
年
三
月
。
中
村
隆
英
、
同
書
、
一
〇
九
－
二
二
頁
。

農
商
務
省
工
務
局
『
時
局
ノ
工
場
及
職
工
二
及
ホ
シ
タ
ル
影
響
』
（
大
正
六
年
）
（
『
日
本
労
働
運
動
史
料
・
第
三
巻
』
所
収
）
。

古
賀
進
『
工
場
生
活
労
働
者
物
語
』
同
文
館
、
大
正
九
年
二
月
、
二
九
ー
三
〇
頁
。

横
山
源
之
助
「
東
京
の
工
場
地
及
工
場
生
活
の
パ
ノ
ラ
マ
」
『
新
公
論
』
明
治
四
三
年
九
月
（
『
日
本
労
働
運
動
史
料
・
第
三
巻
』
所
収
）
。

布
川
静
淵
「
東
京
職
工
状
態
の
観
察
」
『
東
京
経
済
雑
誌
』
（
大
正
四
年
七
月
三
一
日
、
八
月
七
目
、
八
月
一
四
日
）
（
『
日
本
労
働
運
動
史
料
・
第
三
巻
』
所
収
）
。

渡
部
徹
「
第
一
次
大
戦
直
後
の
労
働
団
体
に
つ
い
て
」
『
人
文
学
報
』
（
京
都
大
学
）
第
二
六
号
、
一
九
六
八
年
三
月
。

倉
沢
進
・
松
井
清
「
都
市
化
の
進
展
と
企
業
」
『
日
本
の
企
業
と
社
会
』
（
日
本
経
営
史
講
座
6
）
昭
和
五
二
年
。

宇
野
利
右
衛
門
『
職
工
優
遇
論
』
、
工
業
教
育
会
、
一
九
一
五
年
。

中
村
隆
英
『
戦
前
期
目
本
経
済
成
長
の
分
析
』
に
よ
る
と
、
一
九
二
〇
年
、
人
口
五
万
～
一
〇
万
人
未
満
の
都
市
居
住
人
口
は
全
国
の
四
・
四
％
、
十
万
人
以
上
の
都
市
居
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
〇
年
に
は
五
万
～
十
万
人
未
満
の
都
市
居
住
人
口
は
五
・
一
％
、
十
万
人
以
上
の
都
市
居
住
人
口
の
割
合
は
二
三
・
五
％
で
あ
つ
た
。
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
・
五
％
の
割
合
と
な
つ
て
い
た
。
（
同
書
一
八
頁
）
。

中
村
隆
英
・
前
掲
書
、
一
一
〇
頁
。

山
口
正
『
都
市
生
活
の
研
究
』
大
正
十
三
年
、
一
一
コ
～
一
二
四
頁
。

小
河
滋
次
郎
「
職
工
定
住
問
題
に
就
い
て
」
『
救
済
研
究
』
大
正
七
年
五
月
。

宇
野
利
右
衛
門
「
職
工
の
住
居
政
策
に
就
て
」
『
救
済
研
究
』
大
正
七
年
五
月
。

東
京
市
社
会
局
編
『
東
京
市
二
於
ケ
ル
住
宅
ノ
不
足
数
二
関
ス
ル
調
査
』
大
正
一
一
年
八
月
、
二
頁
。

同
書
、
六
八
頁
。

石
塚
裕
道
、
前
出
『
東
京
の
社
会
経
済
史
』
二
一
五
ー
二
二
六
頁
。

都
市
研
究
会
『
都
市
計
画
必
携
』
昭
和
五
年
、
（
復
興
局
建
築
部
）
武
部
六
蔵
『
東
京
都
市
計
画
の
基
本
問
題
、
住
居
、
商
業
及
工
業
地
域
』
大
正
十
四
年
、
中
村
舜
二
『
大

　
　
　
大
正
十
四
年
、
東
京
商
工
会
議
所
『
都
市
計
画
及
び
工
場
取
締
改
正
二
関
ス
ル
参
考
資
料
』
昭
和
四
年
十
二
月
。

武
部
六
蔵
・
前
出
、
五
二
頁
。

権
田
『
民
衆
娯
楽
の
基
調
』
（
大
正
十
一
年
）
（
『
権
田
保
之
助
著
作
集
・
第
一
巻
』
、
二
九
八
ー
三
〇
〇
頁
）
。

南
博
編
『
大
正
文
化
』
一
九
六
五
年
、
一
一
八
ー
一
四
八
頁
。
『
余
暇
生
活
の
研
究
』
（
生
活
古
典
叢
書
）
。

権
田
保
之
助
『
民
衆
娯
楽
論
』
（
昭
和
六
年
）
『
権
田
保
之
助
著
作
集
・
第
二
巻
』
一
八
四
頁
）
。

権
田
『
民
衆
娯
楽
問
題
』
（
大
正
十
年
）
（
『
権
田
保
之
助
著
作
集
・
第
一
巻
』
、
二
六
頁
、
七
五
頁
）
。



表1　工場数・男女別職工数　（官営・民営工場計）

工　　場 数 職 工 数 （指数，1904年＝100） 男女別構成 民 ’瀞
1旨 工 場

（指数， 1904年＝100） 男 女 計 男 女 職 工 の割 A
口

1 9 0 4 （明治37） 9，244 （100．0） 216，965 （100．0） 319，832 （100．0） 536，797 （100．0）
　　　　　％
40．4 59．6

％
98．0

％

1 9 0 5 （明治38） 9，787 （105．8） 254，249 （117．1） 349，185 （109．1） 603，434 （112．4） 42．1 57．9 97．4

1 9 0 6 （明治39） 10，427 （112．7） 384，338 （177．1） 378，682 （118．4） 727，020 （135．4） 52．8 47．2 84．2

1 9 0 7 （明治40） 11，014 （119．1） 361，696 （166．7） 393，173 （122．9） 754，869 （140．6） 47．9 52．1 85．2

1 9 0 8 （明治41） 11，463 （124．0） 345，995 （159．4） 407，474 （127．4） 753，469 （140．3） 45．9 54．1 86．2

1 9 0 9 （明治42） 15，502 （167．6） 329，895 （152．0） 458，103 （143．2） 787，998 （146．7） 41．8 58．2 87．8

1 91 0 （明治43） 13，600 （147．1） 366，607 （168。9） 449，937 （140．6） 816，544 （152．1） 44．9 55．1 87．8

1 9 1 1 （明治44） 14，306 （154．7） 414，752 （191．1） 484，976 （151．6） 899，728 （167．6） 46．1 53．9 88．2

1 91 2 （大正元） 15，200 （164．4） 441，776 （203．6） 523，819 （163．7） 965，595 （179．8） 45．8 54．2 89．4

1 91 3 （大正2） 15，872 （171．7） 443，443 （204．3） 549，277 （171．7） 992；720 （184．9） 44．7 55．3 92．2

1 91 4 （大正3） 17．123 （185．2） 402，082 （185．3） 546，896 （170．9） 948，978 （176，7） 42．4 57．6 89．9

1 9 1 5 （大正4） 16，890 （182．7） 472，004 （217．5） 575，276 （179．8） 1，047，280 （195．0） 45．1 54．9 86．9

1 9 1 6 （大正5） 19，382 （209．6） 582，872 （268．6） 652，619 （204．0） 1，235，491 （230．1） 47．1 52．8 88．6

1 9 1 7 （大正6） 21，048 （227．6） 679，675 （313．2） 726，168 （227．0） 1，405，843 （261．8） 48．3 51．7 91．1

1 91 8 （大正7） 22，552 （243．9） 769，202 （354．5） 799，430 （249．9） 1，568，632 （292。2） 49．0 51．0 89．8

1 91 9 （大正8） 23，988 （259．4） 742，460 （342．2） 812，053 （253．8） 1，554，513 （289．5） 47．8 52．2 89．4

（注）職工10人以上を有する工場を対象，　（資料）『農商務統計表』

（引用）『日本労働運動史料』，笛10巻・統計編，pp．82－83、

表2．大都市府県別職工数の増加　（1909年～1935年）

1909（明治42） 1914（大正3） 1919　（大正8）

職工数（劉
男子職工比 対全国比

指数（1909年＝100）

職工数 男子職工比 対全国比
指数（1909年＝100）

職工数 男子職工比 対全国比
指数（1909年＝100）

職工計 男子職工 職工計 男子職工 職工計 男子職工

全　　国

1．束京府
2，神奈川県

3．愛知県
4，京都府
5．大阪府
6．兵庫県
7．福岡県

800，637

85，219

13，788

68，085

38，630

88，090

63，675

15，550

38．4

58．7

49．9

31．0

51．3

49．9

52．9

54．7

100．0

10．6

　1．7

　8。5

　4．8

11．0

　7．9

　1．9

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

948，265

100，125

23，195

75，938

39，245

118，833

95，580

20，489

40．5

61．2

47．2

33．6

50．2

49．8

55．4

69．2

100．0

10．5

　2．4

　8．0

　4．1

12．5

10．0

　2．1

118．4

117．4

168．2

111．5

101．5

134．8

150．1

131．7

125．0

122．5

159．3

120．7

99．4

134．8

157．0

166．6

1，611，990

　177，520

　63，181
　132，090

　53，067
　221，041

　161，469

　46，542

46．0

65．0

64．5

36．8

48．9

53．9

62．0

68．1

100．0

11．0

　3．9

　8．1

　3，2

13．7

10．0

　2。8

201．3

208．3

458．2

194．0

137．3

250．9

253．5

299．3

241．3

230．7

592．8

229．9

130．8

271．2

297．0

372．8

1～7の小計 373，037 49．3 46．5 100 100 473，405 51．5 49．9 126．9 132．5 854，910 56．3 53．0 229．1 261．8

1920（大正9） 1925（大正14） 1930（昭和5）

職工数 男子職工比 対全国比
指数（1909年＝100）

職工数 男子職工比 対全国比
指数（1909年＝100）

職工数 男子職工比 対全国比
指数（1909年＝100）

職工計 男子職工 職工計 男子耳i肛 職工計 男子職工

　全　　国

1．東京府
2．神奈川県

3．愛知県
4．京都府
5．大阪府
6．兵庫県
7．福岡県

1，554，727

　172，401

　57，763
　120，465

　53，527
　200，178

　142，432

　44，785

47．0

66．0

67．6

38．2

50．2

55．0

61．5

68．5

100．0

11．0

　3．7

　7．7

　　［　3．4

12．8

　9．1

　2．8

194．1

202．3

418．9

176．9

138．5

227．2

223．6

288．0

237．8

227．6

567．6

217．9

135．6

250．6

259．8

360．8

1，669，116

　156，207

　38，637
　154，785

　49，739
　232，284

　145，218

　41，310

44．7

68．7

56．2

37．4

50．2

52．6

54．8

64．0

100．0

　9．3

　2．3

　9．2

　2．9

13．9

　8．7

　2。4

208．4

183．3

280．2

227．3

128．7

263．6

228．0

265．6

242．8

214．7

315．8

274．2

126．0

278．4

235．9

310．7

1，683，563

　176，071

　43，150
　149，014

　51，190
　206，867

　137，579

　42，867

47．3

74．1

67．0

39．7

50．3

59．8

59．9

65．0

100．0

10．4

　2．5

　8。8

　3．0

12．2

　8．1

　2．5

210．2

206．6

312．9

218．8

132．5

234．8

216．0

275．6

259．2

260．9

420．5

279．8

129．9

281．6

244．5

327．4

1～7の小計 791，551 57．4 50．9 212．1 246．8 818，180 53．8 49．0 219．3 239．3 806，738 59．3 47．9 216．2 260．0

1935（昭和10） （注）各年度12月末日現在の職工5人以上の民営工場を対象。

（資料）農商務省『工場統計表』（1909～1920）。商工省「工場統計表』（1925～1935）より引用作製。

職工数 男子職工比 対全国比
指数（1909年＝100）

職工計 男子耳1肛

　全　　国

1．束京府
2．神奈川県

3．愛知県
4．京都府
5．大阪府
6．兵庫県
7。福岡県

2，369，277

　304，393

　75，511

　222，122

　73，467
　328，283

　185，775

　84，305

54．3

76．1

71．2

49．0

51．0

64．6

60．6

75．9

100．0

12．8

　3．1

　9．3

　3．1

13．8

　7．8

　3．5

295．9

357．1

547．6

326．2

190．1

372．6

291．7

542．1

419．2

463．6

781．6

514．7

189．2

482．7

334．0

752．9

1～7の小計 1，273，856 64．4 53．7 341．4 446．0



表3．産業別職工構成比の推移　（全国，東京府，大阪府）

1909（明治42） 1914（大正3）

全　　　国 束　京　府 大　阪　府 全　　　国 束　京　府 大　阪　府

構成比
男子
職工比
一工場
当り職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工

染　織　工　場

機械及器具工場

化　学　工　場

飲食物工場
雑　　工　　場

特　別　工　場

　％
60．7

7．9

9．7

11．0

9．9

0．4

　％
14．8

95．1

66．5

72．5

67．9

98．8

　人
32．9

25．2

22．3

14．3

15．5

26．4

43．1

20．2

10．1

6．3

19．1

1．0

24．1

93．7

77．2

76．1

81．6

99．7

44．9

21．5

25．2

15．8

16．2

41．1

49．5

14．0

14．8

8．5

11．8

0．9

24．7

91．6

69．6

65．4

65．5

97．7

72．8

28．7

38．6

19．9

18．2

73．2

59．8

10．3

9．8

8．1

10．7

1．0

14．3

95．5

68．1

83．3

70．1

97．2

42．8

31．4

28．9

13．6

16．5

32．8

38．5

22．2

11．8

4．8

21．5

1．0

24．0

94．5

77．2

80．8

78．3

99．7

57．2

23．9

32．2

17．0

20．0

25．5

51．6

15．4

12．5

6．2

13．1

1．O

22．6

92．4

69．7

82．6

68．7

97．1

58．5

26．4

31．6

15．4

15．9

68．1

合　　　計 100．0 38．4 24．8 100．0 58．7 25．6 100．0 49．9 37．7 100．0 40．5 29．8 100．0 61．2 29．7 100．0 49．8 32．1

19！9（大正8） 1920（大正9）

全　　　国 來　京　府 大　阪　府 全　　　国 東　京　府 大　阪　府

構成比
男子
職工比
一工場
当り職工
構成比

男子
職工比
一工場
当り職工
構成比

男子
職工比
一工場
当り職工
構成比

男子
職工比
一工場
当り職工
構成比

男子
職工比
一工場
当り職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工

染　織工　場
機械及器具工場

化　学　工　場

飲食物工揚
雑　　工　　場

特　別　工　場

55．4

15．9

11．7

6．4

8．8

1．4

18．0

93．5

70．3

81．2

69．4

94．8

49．8

43．5

34．9

15．4

19．0

65．0

31．9

31．6

14．7

4．2

16．1

1．3

28．0

91．5

71．8

70．6

76．6

95．3

66．7

33．6

39．6

23．8

25．7

74．1

48．9

23．2

13．9

2．8

9．5

1．3

24．5

92．7

70．7

87．5

69．4

96．3

76．5

35．2

38．3

14．3

19．5

136．6

54．9

17．0

11．0

6．9

8．9

1．1

18．2

94．6

70．5

83．5

70．2

94．4

47．2

42．4

31．1

13．8

17．7

50．0

31．0

32．5

14．0

3．9

17．2

1．2

27．1

92．7

73．9

73．1

75．4

96．1

48．2

32．0

36．8

20．6

24・β

71．0

47．6

24．O

l2．5

3．7

10．5

1．3

24．7

92．9

71．8

87．3

68．4

96．7

59．2

28．7

29．5

12．6

16．7

85．3

合　　　計 100．0 46．0 36．6 100．0 65．0 38．2 100．0 53．9 41．9 100．0 47．0 33．9 100．0 66．0 33．9 100．0 55．0 33．1

1925（大正14） 1930（昭和5）

全　　　国 束　京　府 大　阪　府 全　　　国 東　京　府 大　阪　府

構成比
男子
職工比
一工場
当り職工
構成比

男子
職工比
一工場
当リ職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工
構成比

男子
職工比
一工場
当り職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工 構成比

男子
職工比
一工場
当り職工

紡　織　工　業

金　属　工　業

機械器具工業
窯　　　　　業

化　学　工　業

製材及木製品工業

印刷製本業
食料品工業
ガス電気業
其他ノ工業

58．2

4．1

9．1

3．8

6．0

2．9

2．8

8．1

0．3

4．2

18．6

90．4

93．4

82．5

64．2

88．9

85．4

84．2

98．7

51．7

56．1

23．3

39．6

26．0

40．4

14．1

22．4

13．6

20．4

18．3

26．9

9．2

23．5

3．0

10．2

2．7

11．9

4．9

0．8

6．4

29．3

93．8

88．7

91．4

68．6

96．1

84．6

72．4

98．3

66．8

44．8

18．2

34．5

27．0

35．8

15．4

29．9

19．7

37．6

22．9

51．2

8．8

10．8

5．6

6．8

1．8

3．2

4．3

0．2

6．8

26．3

89．0

93．7

83．5

65．9

91．3

85．4

82．9

96．2

52．1

66．4

23．3

30．4

39．5

33．2

16．1

26．8

14．4

93．8

19．9

53．6

4．9

9．9

3．6

7．0

3．4

3．1

8．2

0．4

5．4

18．0

92．2

93．6

82．1

66．9

91．7

88．6

85．3

98．9

46．9

44．4

21．0

30．0

18．9

35．5

11．6

19．3

11．2

17．1

17．2

21．3

10．2

24．6

3．2

11．7

3．0

13．2

5．5

0．6

6．3

35．7

93．5

89．2

90．0

69．7

95．8

87．9

78．9

99．1

66．8

24．9

15．3

23．7

25．2

29．3

11．7

23．0

14．4

153．5

16．3

39．3

11．7

13．1

4．8

9．1

2．9

3．5

5．0

0．5

9．5

28．7

91．1

93．5

85．6

65．6

89．7

90．9

82．9

97．2

49．2

43．3

20．0

24．5

32．1

28．2

15．8

23．5

11．9

103．0

17．7

合　　　計 100．0 44．7 34．1 100．0 68．7 30．1 100．0 52．6 36．4 100．0 47．3 27．0 100．0 74．1 21．2 100．0 59．8 26．2

1935（昭和10） （注）　各年度12月末日現在の職工5人以上の民営工場を対象。表中r堆工場1

　　は印刷出版業・紙製品・皮革・木竹蔓茎製造叢等，「特別工場1は電気・
　　ガス・金属製錬業，　「其他ノ工業1は紙製品・竹・漆器工業等，をさす。

（資料）表2に同ヒ。

全　　　国 東　京　府 大　阪　府

構成比
男子
職工比
一工場
当り職工
構成比

男子
職工比
一工場
当り職工
構成比

男子
職工比
一工場
当り職工

紡　織　工　業

金　属　工　業

機械器具工業
窯　　　　　業

化　学　工　業

製材及木製品工業

印刷製本業
食料品工業
ガス電気業
其他ノ工業

42．4

9．1

15．5

3．9

9．6

3．5

2．5

6．6

0．3

6．0

19．3

92．6

91．2

79．5

65．1

90．8

88．2

80．0

99．5

47．9

39．3

29．7

35．4

23．7

49．2

11．7

18．0

11．5

15．2

16．8

15．3

14．8

34．1

2．8

10．9

2．6

8．0

4．0

0．2

6．6

34．2

91．2

87．8

89．3

68．1

94．0

87．3

75．3

100．0

65．4

25．7

19．2

28．9

23．9

27．9

12．8

21．5

14．9

107．3

17．1

29．1

17．0

19．4

4．7

8．9

2．6

2．8

3．9

0．3

10．9

26．3

91．8

92．3

83．2

66．2

89．5

88．4

75．9

97．8

48．6

43．6

26．4

26．6

40．2

31．7

13．3

20．2

12．3

92．0

14．9

合　　　計 100．0 54．3 27．8 100．0 76．1 23．2 100．0 64．6 26．0


